
プロジェクト・メンバーが ドイツに滞在した 2011年 8月 21日 ～9月 30日 の各国の記録である。執筆

者名は記事の後に括弧に入れて示した。

8月 21日 (日 )

■プロジェクト・メンバー中 5名 (喜多、陳、寺田、伊藤、橋本)、 アエロフロー ト・ロシア

航空を利用し、ベルリン 0シェーネフェル ト国際空港に到着。2名分の荷物がロス トバゲージ

に遭 う (2日 後に到着)。

22時頃、ベルリン南西部リューデスハイマー・プラッツ Ridesheimer Platz近 くのアパー

トに妻1着。比較的裕福な ドイツ人家庭が多い地域であり、まさに閑静な住宅街という言葉が相

応しい。住宅の合間には、休日を過ごすための各家庭の庭が点在しており、家族でガーデニン

グに勤しむ姿もたびたび見られた。ただし、少し歩くと 1970年代以降に形成されたやや社会

階層的に低い地域があり、文化面 (ワイン文化とビール文化など :後述)の対比があるほか、

内部をアウトバーンが貫いている高層マンションのような興味深い建築物が見られる。〔寺田〕

アエロフロート機 (モスクワ空港)

8月 22日 (月 )

■藤野教授宅で滞在中の行動予定を打ち合

わせるとともに、滞在先の近くにあるリュー

デスハイマー 0プラッツという広場 (以下、

広場)周辺を探索する。この広場は田園都市

構想の典型として 100年前に造成され、周囲

を取り囲む形で住宅街が形成された。

ドイツ北部の人々は歴史的に南部地方ヘ

の憧れが強く、リューデスハイマー・プラッ

ツという名もまたヘ ッセン州 り手―デスハ

滞在先のアパー ト

イム・アム・ラインに由来しており、地下鉄  リューデスハイマー・プラッツ

リューデスハイマー・プラッツ駅の構内には

リューデスハイムの写真パネルが貼られている。こうした憧れを象徴するのが、この地域に浸

透しているワイン文化である。 リューデスハイマー Cプラッツ駅の門には葡萄があしらわれて

おり、広場にも葡萄の房を持つた女神像がある。

さらに、夏季期間中は広場内にワインを販売する小屋が設けられ、多数の椅子とテーブルも

用意されている。周辺の人通りは必ずしも多いわけではないのだが、周辺に住む多数の人々が
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毎夜 (平日であつても)集まり、ワインを片手に談笑する様子が見られた。平日は中年～高齢
者層が多いように見受けられたが、8月 28日 のサマーフェスティバルに見られたように、若い

世代の広場利用が無いわけではない。

一方、広場から少し離れたところには 21日 の項に記したような社会階層の異なる地域があ

り、そちらではビールやサッカー観戦が好まれるなど、文化的な差異がある。もつとも、広場

でもフェスティバル (9月 28日 )の際などにはワインのほかにビールなども販売されている。
話が前後するが昼食はパンに肉と野菜を挟んだ中東地域の料理 ドネルケバブ Dёner Kabap

で済ませた。トルコ系の多いベルリンにはケバブ店が多く、ボリュームがある上に野菜を摂れ、

価格も安い (2ユーロ程度)こ とから、非常に親しまれているファス トフー ドの一つである。
パンに挟まず、プレー ト料理として提供する店もあり、今回の滞在中、たびたび利用する機会

があつた。〔寺田〕

ワインを楽しむ人々 ドネルケバブ

8月 23日 (火 )

■自由行動日。自由行動日には各メンバーが各自の関心に応じてベルリン市内を探索している

ため、以下、自由行動日に関しては各メンバーの体験の一部のみを記載することにする。

■ベル リン・ ミッテ地区を探索したあと、ベル リン 0フ ィルハーモニー管弦楽団 Berliner

PhilharmOnikerの ヴァル トビューネ Waldbthne 2011を 聴きに行つた。本来はすでに終了し

ているはずの公演であつたが、雨で順延になつており、会場周辺でチケットを購入した (一般

的な演奏会でも会場付近で個人的にチケットを売り買いする様子はよく見られる)ため、聴く
ことができた。ヴァル トビューネはベルリン西部の郊外にある森の中に建つ野外音楽堂で、ベ

ルリン・フィルは毎年夏にここで演奏会を開いており、ベルリンの夏の風物詩の一つとなつて

いる (日 本でも各年の DVDが発売されている)。 非常に人気があり、盛り上がりを見せる公演
であるが、ヴァル トビューネの聴衆がそのまま通常の (すなわちフィルハーモニーで行われる)

定期公演の聴衆となっているかどうかは、疑わしいところがある。この種の演奏会は、音楽を

楽しむというより、お祭りのようにその場の雰囲気を楽しむという要素が強いためである。実

際、この野外音楽堂は広大なため、ステージにかなり近い席でなければ生音を聴くことはほぼ

不可能で、PA越 しの音を聴くことになつてしまう (かなり良い機器を使つているようではあ
つたが)。 日本でもこの種の演奏会は行われており (大阪フィルハーモニー交響楽団の星空コン

サー トなど)、 比較検討が可能と思われる。〔寺田〕



ヴァル トビューネ

8月 24日 (水 )

自由行動日。

■橋本、喜多、伊藤と 4人で、美術館 0博物館が密集するベルリン・ミッテ地区の博物館島

Museumsinselに ある、カール・フリー ドリヒ 0シンケル Karl Friedrich Schinkel 1781‐ 1841

が設計した旧博物館 Altes Museumに行つた。1階は古代ギリシャ展、2階は古代ローマ展と

なっており、警備が厳しかつた (理由不明、他館ではそれほど厳しくない)。
ベルリン州立美術

館・博物館で通用する年間パスを作つた (学生料金で通常展のみ 20ユーロ、特別展を含める

と40ユーロ)。 〔陳〕

■藤野教授の案内の下、ベルリン州立図書館 Staatsbibliothek zu Berlinを 訪れた。入館には

30日 間 10ユーロ、もしくは 1年間 25ユーロの利用カー ドを作る必要がある。有料化された

のは最近といい、オース トリアも有料化されているという。日本の場合、図書館法第 17条で

「公立図書館は、入館料その他図書館資料の利用に対するいかなる対価をも徴収してはならな

い」と定められており、公立図書館利用は無料とする原則があるので、 ドイツの場合、有料化

に際してどのような議論があつたのかは興味深いが、今回は調査しきれなかつた。そ
の他、ベ

ル トル ト・ブレヒト Bertolt Brecht 1898‐ 1956が 主宰していたベル リナー・アンサンブル

Berliner Ensemble、 ドイツ劇場 Deutsches Theater Berlin、 マクシム・ゴーリキー劇場 Maxim

Gorki Theater Berlinな どを見学した。

午後に書籍、CD、 文具店を扱い「文化のデパー ト」として知られるドゥス
マン Dussmann

を訪ねた。印象的だつたのは、欧米系の「コミック Comic」 コーナーとは別に
「マンガ Manga」

コーナーが設けられており、日本人漫画家による最近の作品のほか、中国か台湾系
の漫画家の

作品が並べられていたことである。マンガに関心のあるドイツ人のために、
マンガを読むため

の日本語入門書が出版されており、マンガ表現における明朝体と
ゴシック体の使い分けのよう

なかなり細かい部分についても説明されている。〔寺田〕

リッカル ド・シヤイー指揮ベルリン・フイル



8月 25日 (木 )

■午前中に藤野教授の研究室があるベルリン自由大学の国際研究所 International Research

Center"Interwea宙 ng Performance Cultureぎ `,Freie Universitat Berlinを 見学したあと、夕

方はマルティン・グロピウス・バウ1/1artin‐Gropius‐ Bau Berlinで 26日 より開催される「Jヒ

斎展」のオープニング・セレモニーに出席した。日独交流 150周年に関連するもので、日独の

関係者が多数 (正確な数は不明だが 1,000名 程度か)が訪れており、セレモニーでは大統領ク

リスティアン・ヴルフ Christian Wulffら が挨拶に立った。セレモニー後、来場者に先行して

展覧会場が公開され、個々の作品のサイズこそ小さいが点数が多く、非常に充実した展覧会を

観ることができた。〔寺田〕

マルティン・グロピウス・バウ 北斎展の看板

8月 26日 (金 )

■ベルリン南西のブランデンブルク州ポツダムを訪問する。

午後、プロイセン王フリー ドリヒ 2世が 1745年に造営した離官サンスーシ官殿 (ユネスコ

世界遺産「ポツダムとベルリンの宮殿群と公園群」の一部)を見学。

夜、市内のニコライザール Nikolaisaal Potsdamで アン トネッロ・マナコルダ Antone1lo

ManacOrda指揮カンマーアカデミー・ポツダム Kammerakademie Potsdamの 10周年記念演

奏会を聴く。カンマーアカデミー・ポツダムは、旧東 ドイツ時代のオーケストラが財政上の問

題から一旦解散したあと、再出発したオーケス トラで、若手の演奏者が多い。プログラムは、

メンデルスゾーン 《真夏の夜の夢》より序曲、スケルツォ、夜想曲、結婚行進曲。ベルリオー

ズ 《夏の夜》 (ソ ロ :バーバラ・ヘンドリクス Barbara Hendricks)。 ビゼー 《アルルの女》よ

り前奏曲、間奏曲、アダージェット、ファランドール。

ニコライザールではホワイエだけでなくホールの外にもスタンドがあり、軽食が取れるよう

になっている。また、ホワイエでは本とCDの販売が行われており、特に本の販売の重視は他
のホールや美術館等でも見られた。ホールの中では、開演前にプロジェクターを用いてカンマ

ーアカデミ‐ 0ポツダムのメンバー紹介や他のコンサー トの案内を行うといった広報上の工夫

が見られた。〔寺田〕
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サンスーシ宮殿 ニコライザール

8月 27日 (土)

■ベルリンの壁があつた地域を中心に、市内を

ベルリン在住のフリージャーナリス ト、中村真

人さん (『素顔のベル リン』ダイヤモン ド社、

2009年 の著者。ブログ「ベル リン中央駅」

htt"佑erlinhbf.exblog.jp/)に 案内して頂く。

旧東側 に あ る地 下鉄 ノル トバ ー ンホ フ

Nordbanhofは、東西分裂時代、電車は通過す

るが乗降できない (地下鉄は西側が運営してい

たため)いわゆる「幽霊駅」になつており、解

説文や当時の写真パネルが構内に貼られている。

ベルリンの壁の一部が保存されている公園、ベルリンの壁記録センターGedenkstatte Berliner

Mauer、 さらに古いビール醸造所を改装した多様な文化の創造発信拠点、クル トゥーアブラウ

エライ Kulturbrauerei(文化醸造所の意)な どを訪問した。

夜はヴァル トビューネでサシヤ・ヴァルツ Sasha lValtzに よる
コレオグラフィック・オペラ

《ディドとエアネス Dido and Aeneas》 (作曲 :ヘンリー・パーセル)を鑑賞した。演奏は
ベ

壁を越えるために掘 られた

抜け穴の位置を示すプレー ト

中央が中村さん

ベルリンの壁の一部が保存された公園



ル リン古楽アカデミーAkademie ir Alte Musik Berlin。 両者が協力して制作し、2005年に上

演されて話題を呼び、日本でも DVDで観ることができる。舞台中央に水槽を置き、ダンサー
が水の中で踊るなど様々な斬新な要素を持っている。ただ、ヴァル トビューネでは会場が大き

過ぎた感は否めない (モニターが設置されていて舞台から遠い客席でも舞台上の様子が観える

ようになってはいたが)。

なお、ヴァル トビューネは、もともとナチス時代の野外劇場、巨大集会場として作られた。

ナチスの文化政策は、上から国民を総動員するだけでなく、国民の「自発的」参加の気分を醸

成するように組み立てられていた。具体例の一つが、「ティング劇 Thingspiel」 である。ティ

ングとは古代ゲルマン世界にあつた直接参加型の野外集会所で、ナチスはそれを森の中の野外

劇、ティング濠Jと して復活させた。今日のヴァル トビューネもティング劇を上演する場として

建設された。ヴァル トビューネで今日行われる様々なイベントは、第二帝国時代を直接扱 う内

容でなくとも、必然的にこのような歴史的経緯に向き合 うことになる。   ・

余談だがこの時期のベル リンは気候が不安定で、この日は8月 にも関わらず非常に寒かった。

ドイツ人はそれを心得ていて、冬場と同じような防寒着を持参している人が多かった。ヴァル

トビューネで鑑賞する場合は注意が必要である。〔寺田〕

8月 28日 (日 )

自由行動日。

■橋本とDalemdOrfに あるベルリン自由大学の植物園に行

つた。世界中の植物が充実しており、ベルリンは年間平均

気温が低いにも関わらず、大規模な温室で熱帯気候の植物

やアジアの植物が多く栽培されている。当日、園内にてア

ー トマーケットが開催されていた。〔陳〕

■リューデスハイマー・プラッツのサマーフェスティバル

に行く。フェスティバル自体は毎年行われているが、今年

は広場の造成から 100年 目なので盛大に行われた。この地

域は日常的に人が集まる場所としての広場を中心に作られ

たヨーロッパ型近代市民社会を表象する街の典型例であり、

ハー ド (広場)と ソフト (コ ミュニティ)の両輪が整えら
れている点で、ベル リンの中でも「優等生」と言える。こ

の日は家族連れもかなり多く、幅広い世代が集まっており、

子どもが遊ぶスペースが充実していた。

広場周辺に出ている多数の出店は、個人が自宅の古いものを集めたような店から「商売」を

している店まで様々で、売られている品物も花、骨董品、家具、ジャム、アクセサリー、アロ

マグッズ、バッグ、衣類、食器、絵画や写真作品、民芸品、本、レコー ド、おもちゃなど多岐

に亘り、飲食店も出ていた。前述のようにこの広場ではワインが飲まれるが、この日はビール

や他の種類の酒も販売されていた。また、新聞社のブース (購読の案内をしたりする)、 グリー

ンピースなどの団体ブース、観光会社や自動車用品 (ベ ビーシー ト)のブースなどもあり、参
加者の多様性が伺えた。

広場に仮設されたステージでは出し物が行われ、訪れたときは地元の中学生もしくは高校生

アー トマーケット



によるバンド演奏が行われていた。

こうした地域イベントは、NPO(Verein)と して活動している住民自治組織 Ridi‐netが行
つている (http:〃ww‐ netzwerk‐ruedesheimerplatz.de)。 地域の歴史の掘り起こしと共有も熱

心に取り組まれており、広場内では地域史とドイツ史を重ね合わせたパネルや、古地図、古写

真の展示が行われていた。〔寺田〕

フェスティバル当日の広場 地域史とドイツ史に関するパネル展示

8月 29日 (月 )

自由行動日。

■午前中、ベルリンの壁博物館 Mauermuseum/Museum Haus am Checkpoint Charlieに 行

つた。料金は 9ユーロで、民間のミュージアムのため他の施設より少し高い。昼食は、 ドイツ
語のメニューが読めないので、中華料理店で中国語であんかけチャーハンと緑茶を注文した。

その後、グッゲンハイム美術館 Deutsche Guggenheim Berlinに行つた。月曜日は無料で入館

できたが、せっかく年間パスを作つたので、少し損をした気分になつた。

さらにドイツ歴史博物館 Deutsches Historisches Museumに 行つた。この施設は年間パス

の対象外 (理由不明)だが、閉館 1時間前から無料で入館することができた。展示物が多くて、

時間が足りないので、1階の展示しか見ることができなかった。後でリベンジしたいと思った

が、なかなか時間が無く、残念だった。

最後は、大型書店・文具店の ドゥスマン (前述)に行つた。音楽、専門書、デザイン感が良
い文具まで品揃えの良い施設だつた。ベルリンの滞在期間中に何度も利用した。〔陳〕

出店 子どものための遊具スペース
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■ベルリン・フィルの本拠地であるフィルハー

モニーは毎日バックステージツアーを行つてい

るが、8月 はオーケス トラにとつてはオフシー

ズンであり、フィルハーモニーも工事中のため、

開館 してはいるがツアーは行われていなかった。

受付の近くの棚にはベルリンの様々なオーケス

トラのパンフレットが置かれていた。日本の場

合、演奏会ごとにチラシを作つて大量に配布す

る広報手段をとることが多いが、ドイツの場合、

個々の演奏会のチラシを作ることはあまり無く、

年間の演奏スケジュールを数百ページの立派な冊子にまとめて無料で配布している。聴衆の情

報収集 0選別能力を信頼しているということであろう。とはいえ、年間スケジュールでは単行

本程度の厚さになってしまうので、持ち運びのために小さなものも作られてはいる。ベルリン・

フィルを例にとると、年間スケジュールの他、月ごとの演奏会案内、教育プログラム案内、ポ

ケットに入るコンパクトな折り畳み式年間スケジュールと、利用者のニーズに合わせて様々な

種類を用意している。

夕方は東 ドイツ時代の人々の生活を紹介するDDR博物館 DDR Museumに行った。マルク
スやレーニンの目が動く肖像画が掲げられるなど、東 ドイツの「暗さ」や歴史的教訓を強調す

るよりも、エンターテイメント性をより重視した、テーマパークのような施設になっている。

例えば実物展示や体験展示が多く、 トラバント (東 ドイツでポピュラーだった小型乗用車)乗
車体験、当時のラジオ放送や映像の視聴、尋問室や刑務所入室などがあり、情報を見る・聴く

だけでなく五感で受け止めることができるように配慮されている。教育目的のように見えるが、

家族連れよりも観光客と思われる人のほうが多かった。〔寺田〕

8月 30日 (火 )

自由行動日。

■伊藤とノイケルン Neukёllnの トルコマーケットに行つた。昼はケバブだった。店員に道を

訪ねたが、英語が通じず、店員の友達も熱心に道を教えてくれたが、やはり英語はよく通じな

かった。しかし彼らからの熱意は感じた。その後、ミッテ地区で二つの展覧会を見に行った。

フィル ハー モ ニー

DDR博物館 収容所室内の再現展示



一つはアンネ・フランクのもの (閉館の 20分前のため無料で入ることができた)、 もう一つは

オットー・ヴァイトOtto Weidtの もの (無料)。 ナチス時代のユダヤ人の生活を詳しく知るこ

とができた。〔陳〕

■博物館島の旧ナショナルギャラリーAlte Nationalgalerieに 行く途中、
ベル リン 0ドーム

Bel・liner Dom付 近で物乞いの女性に声をかけられた。英語はわかるか、と聞かれ、わかると

言 うと、紙片を渡され、「私はボスニアから来て、子どもを育てており、あなたの助けが必要」

といった意味の文章が書かれていた。どう対応するのが適切なのか、わからなかつたので、と

もかく 1ユーロ渡すと、手を合わせて礼をされたが、何語かわからない言葉でさらに話しかけ

てくる。片言の英語のような言葉で「薬が必要なのでもつと欲しい」というようなことを言つ

ているようで、キリが無いと思い「もう持つていない」と言つて断つたところ、女性は再度礼

をして去っていった。Sバーン S‐Bahn(者5市内鉄道)の中で詩を朗読している人、子どもを

抱いて路上にうずくまつている人など、ベルリンに来てから他にも様々なタイプの人を見かけ

た。

l日ナショナルギャラリーにはア ドルフ 0メ

ンツェル Adolph 1/1enzel 1815‐ 1905の 「サ

ンスーシ宮殿におけるフリー ドリヒ大王の

フルー ト演奏会」などの ドイツ・オース トリ

ア・リアリズム、カスパー・ダーヴイト・フ

リ ー ド リ ヒ  Caspar David Friedrich

1774‐ 1840の 「海辺の僧侶」などのロマン主

義、フランス印象派などの作品などがある。

ドイツの美術館 0博物館では写真撮影が自由

となつているところが多いのが印象的であ

った (フ ラッシュを使わないなど一定の制限

はある。施設によつては撮影料が必要なところもある)。 〔寺田〕

8月 31日 (水 )

自由行動日。この日、南田合流。

■博物館島にある新博物館 Neues Museumに 行つた。敷地が広

く閉館までに全部見切ることができなかつた。その後東 ドイツ

時代の 1969年 に建てられたベルリンタワー (ベルリンテレビ

塔)に登つた。入場のための検査が厳 しく、空港のように水は

持ち込み禁止、カバンもしつかり,チェックされた。さらにチケ

ットにあるバーコー ドを機械にかざし認証を受けてから、狭い

旧式のエレベーターでタワーの上に上がることができた。〔陳〕

■新博物館に行つた。第二次世界大戦中、爆撃で破壊され、 ド

イツ再統一後に再建事業が始まり、2009年になつてようやく再

開した博物館で、もとの建物の壁などが随所に再利用されてい

る。わずかな欠片でも場所を特定して嵌め込んであるところが

旧ナショナルギャラリー

ベル リンタワー



確認でき、特定できなかったものについては一種の戦争遺産と

ている。〔寺田〕

9月 1日 (木 )

■午前、ベルリン自由大学の国際研究所で中間報告会を開き、

ドイツに来てから 1週間強のあいだの体験や感想を出席者全

員が口頭で発表し、情報・意見交換を行つた。以下に主要な

論点を二つ挙げる。

一つは文化事業のマーケティング手法の日独比較である。

日本ではポスターやフライヤーを大量に制作し、挟み込み (折

り込み)な どの形で配布するが、 ドイツでは年間スケジュー
ルが載った冊子の配布を重視するため、公演単位では公演直

前に街中にポスターを貼るほか、少量の小さなフライヤーを

作るのみで、アマチュアの場合はそれを劇場の前などで配布

する。この点については、公的助成の比重が高いベルリンと、

企業メセナが強いハンブルクの比較も行つた。

もう一つの論点は、 ドイツにおける文化施設についてであ
る。例えばタヘレス Kunsthaus Tacheles(ア ーティス トが不

して博物館内でまとめて展示し

国際研究所内のリビングキッチン

法占拠しアー ト・センター化した施

設)は、かつては画期的な施設であ

り、周辺に多彩なギャラリーやアー

ティス トが集まる呼び水としての

機能を果たしたため、日本の地域文

化を考察するうえでのヒン トにな

る可能性がある一方で、今日、タヘ

レス自体から生まれる作品は質が

低下しており、歴史的使命を終えた

のではないか、という意見が出され

た。また、世界文化の家 Haus der

Kulturen der Weltの例では、言語

の問題が浮き彫 りになつた。世界文

化の家では、対応する言語がほぼ ド

研究所内での集合写真

イツ語のみとなっている。これは、英語をはじめとする特定の言語を特権化するのは避けたい

が、あらゆる言語に対応するのは非現実的であり、結果として、所在地の言語であるドイツ語

を採用したと考えられる。文化環境を整備するうえでの言語の問題については、翌日訪問する

ゲルリッツでも論点の一つとなる。〔寺田〕

2月 2日 (金 )

■朝、レギオナルエクスプレス Regionalexpressでベルリンを発ち、途中、ブランデンブルク

州コトブス COttbusで乗り換え、12時頃ザクセン州ゲルリッツ Gёrlitzに到着。車内でハンブ

ルクで留学中の三宅と合流。



ゲルリッツはポーランド国境に接する (正確には市内を通つていたナイセ川が第二次世界大

戦後 ドイツとポーランドの国境となつたため、 ドイツ側ゲルリッツ、ポーランド側ズゴジェレ

ツ Zgorzelecに分断された)ドイツ最東端の都市である。到着後、ツイッタウ 0ゲルリッツ大

学 Hochschule Zittau/Gё rlitzの キャンパスをはじめとする街の主要箇所を見学して回る。街

全体で、ザクセン州による「王の道宙a regia」 展覧会が開催されており、統一されたロゴやポ

スターが様々な場所で見られた。「王の道」とは、中世において神聖ローマ帝国において保護さ

れていた、ノヴゴロドからパリに至る中世の交通路を指す。交易都市として栄えたゲルリッツ

はその中継都市の一つでもあつた。

この日より、ツィッタウ・ゲルリッツ大学のマティアス・フォークトMatthias Vogt教 授 (文

化政策学・文化史)が運営する研究者のためのゲス トハウスに宿泊する。〔寺田〕

ゲストハウス ゲストハウス内の集会室 (7日 撮影 )

フォークト教授 (2008年撮影)

■9月 3日 (土 )

前日に引き続き、ゲル リッツ市内の探索をした。市内には複数の博物館があるが、その一つ、

シュレージエン博物館 Schlesisches Museum zu Gё rlitzを見学する。シユレージエン (現在の

ポーランド南西部、ドイツ東部、チェコ北東部を含む地域)の歴史を紹介する博物館であるが、

外部からの観光客というよりは、地域の人々 (ナチス
0ドイツの敗北に伴いシュレージエン東

部から西へ追放された ドイツ系住民、ズゴジェレツ側のポーランド系住民など)を主たる対象

としているように見受けられ、個々の展示品の紹介はされているが、シユレージエンが地域と

してどのような歴史を持つているのか、その中で個々の展示品がいかなる意味を持つているの



か、といったことは、外部の人間には分かりにくい。解説文の表記は ドイツ語とポーランド語

で、英語のオーディオガイ ドはあるが、職員の英語能力は必ずしも高くない (実際、オーディ

オガイ ドに トラブルがあったので、受付で尋ねたが、英語が通じず、解決しなかった)。 〔寺田〕

トラムの走るゲルリッツ市内 ゲル リッツ市内

ゲルリッツEll場

9月 4日 (日 )

■ゲルリッツからレギオナルエクスプレ

スに 1時間程乗つて人口約 520,000人 の

ザクセン州都 ドレスデンを訪ねた。出発前、

ゲルリッツ駅で警察からパスポー トチェ

ックを求められた。ポーランド国境に近い

ため、一見して外国人に見える人に対する

チェックが厳しい。ただしポーランドは

2007年にシェンゲン協定実施国となった

ため、ドイツとポーランドの国境でパスポ

ー トの提示を求められることはない。

ドレスデンではザクセン州立歌劇場

ナイセ川、対岸がズゴジェレツ

sachsischen Staatsoper Dresden(設 計者の名を取つてゼンパーオーパーSemperoperと 呼ば

れることが多い)や市街を見学したあと、三王教会 Dreikё nigskircheで 開催されたザクセン声

楽アンサンブル Sachsisches Vbcalensembleの演奏会を聴いた。ザクセン声楽アンサンブルは、

ゼンパーオーパー

,轟,ぶ縮新諄荼蝙墨藁 ′…
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1996年に ドレスデン音楽大学出身者を中心に設立された

室内合唱団で、 ドレスデンを拠点に活動、多数の CDを リ

リースしている。神戸大異文化研究交流センターの招聘で

2009年に初来日し、2011年にも 11月 から12月 にかけて

再来日、びわ湖ホール (滋賀県大津市)、 月見の里学遊館 (静

岡県袋井市)、 神戸文化ホール (兵庫県神戸市)、 高槻現代

劇場 (大阪府高槻市)で公演を行つた。今回、三王教会で

演奏された曲目は、指揮者のマテイアス 0ユングMatthias

Jungさ んが自ら図書館で楽譜を発掘した 1500年前後の曲

を再演したもので、貴重な演日であつた。

なお、三王教会は第二次世界大戦で破壊され、戦後に再

建。そのため全体的に建物は新しいが、一部が破壊された

祭壇は戦争遺産としてあえて完全に修復せず再利用してい

る。建物のうち、礼拝に使われる部分は戦前の半分になっ

ており、残りのスペースはフェア トレー ド活動など、様々

三王教会 (Wiklmedia Commons)

な社会文化活動のために使われている。教会が地域課題やグローバルな問題に取り組み、文化

と宗教と社会を結び付ける役割を果たしていることに感銘を受けた。〔寺田〕

9月 5日 (月 )

■小型バスを借 り、グルリッツの東方にあるポーランドの街ヴロツワフ WrOclawを 訪問した。

人口約 630,000人で、ポーランドでは有数の大都市である。市内を探索し、歌劇場、ヴロツワ

フ大学 Uniwersytet Wroclawski、 大聖堂 Ostr6w Tumski katedraな どを訪問した。ヴロツワ

フ大学は、1879年、作曲家ヨハネス・ブラームス」Ohannes Brahms 1833‐ 97に名誉博士号を

授与し、その返礼としてブラームスから《大学祝典序曲》を贈られた大学として知られている。

ポーランドは 2004年に EUに加盟しているが、まだユーロは導入していない。 ドイツとの

国境に近いため、インフォメーション・セン

ターやごく一部の店舗ではユーロが通用す

るが、基本的には使えない。

ヴロツフフは 2016年 に欧州文化首都

Kulturhauptstadt Europasに なることが決

まっており、それに合わせて街中の施設や街

路などで工事が行われている。観光客のため

に美 しく整備 された街並みのすぐ近くに社

会主義時代の老朽化 した均質なアパー ト群

が立つ光景を見ることができ、2016年前後

で街がどう変化するかが注目される。〔寺田〕
ヴロツワフの市庁舎

9月 6日 (火)

■昨日同様、小型バスでグルリッツ南西、ポーランド・チェコの国境近くのツィッタウZittau

を訪問した。ゲル リッツ郡の町の一つで、人口約 28,000人。ツイッタウ・ゲル リッツ大学

Hochschule Zittau/Gёrlitzが ある。



その後、チェコ共和国北西部リベレツ Liberecへ。ツィ

ッタウの姉妹都市で、人口約 106,000人 。19世紀から裕福

な街であつて、教会権力に対抗して市民が財力と権力の大

きさを誇示するために 1892年 に建設した中世風の市庁舎

が印象的である。当時は同様の中世風の建築物が流行して

おり、バイエルン州のノイシュヴァンシュタイン城 Schloss

Neuschwansteinな ども、建造目的は異なるものの同時期

(1869年着工)の似たような趣味によるものである。

チェコも 2004年に EUに加盟しているが、5日 のポーラ
ンド同様、ユーロが導入されておらず、こちらではインフォ

メーション・センターでもユーロを使うことはできなかった。

ゲルリッツに戻る前に、エルベ川沿いのバスタイ Bastei

に立ち寄る。景勝地ザクセン・スイス国立公園の一部で、

岩山が多く、フリー ドリヒ、カール・マ リア・フォン・

ヴェーバーCarl 1/1aria von Weber(1786‐ 1826)、 リヒャル

リベレツの市庁舎

卜・ヴァーグナーRichard Wagner(1813‐ 83)ら ドイツ・ロマン主義の芸術家に多くのインス

ピレーションを与えた。付近には、1849年 にドレスデンで民衆蜂起が起きた際、ザクセン王家

が避難したケーニヒシュタイン要塞 Festung Kё nigstein力 あ`る。なおこの蜂起にはヴァーグ

ナーも加わっていた。〔寺田〕
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エルベ川 バスタイの岩山

9月 7日 (水 )

■ゲル リッツ市内のシュレージエン博物館の学芸部長マルティナ・ピーチュ Dro Martina

Pietschさ んに開催中の特別展の解説をして頂く。特別展はグルリッツ周辺の移民の歴史を扱

うもので、移民自身によるインタビュー映像などを見ることができた。この地域の文化的多層

性から、展示は全て ドイツ語とポーランド語が併記してある。特別展を見たあとは、ピーチュ

さんに博物館の運営状況、展示のあり方、ポーランド側との関係などについて質問した。

その後、ゲル リッツ濠1場 Theater G6rlitzの 総支配人代理フィリップ・ボーマン Philipp

Bormannさ んに劇場の案内と、その構造や運営形態について説明して頂いた。ゲルリッツ濠1

場は 1851年オープン、1927年に現在の姿になり、2000年に一旦閉鎖して改装、2002年に再

オープンした。2011年のシーズンからツィッタウにある環1場とともにゲルハル ト・ハウプ トマ

ン劇場 Gerhart Hauptmann‐ Theater Gё rlitz… Zittauを 構成しており、ゲルリッツだけでなく、



周辺の町やザクセン州からの予算 (年間

12億円程度)で運営している。一年間

に新作を制作・上演するのは、オペラ・

音楽濠Jが 5つ、ダンスが 4つ、演劇が

11(ツ ィッタウ)、 演奏会が 7つ。それ

に加えて、旧作を 250日程度上演してい

る。年間来場者は約 150,000人。特にポ

ーランド、チェコ側としばしば協同事業

を展開することがあるのが特徴である。

観客空間は 500席あり、自前のアンサン

ブルも持っているため、ゲル リッツの都

市規模に対しては大き過ぎるとボーマン氏は指摘する。周囲の町へのアウトリーチ活動や、 ド

イツ人のみならずポーランド人の来場者も増やすことが課題という。

劇場内の工夫としては、階段の踊り場に事務方の職員の顔写真が展示されており、舞台の裏で誰

が働いているかわかるようになつているのがユニークであつた。こうした工夫は、来場者が際1場に

対して親近感や信頼感を抱くことに貢献しているものと思われる。日本の劇場では、著名な館長や

芸術監督などであればともかく、こうしたことをしているところはあまり無いだろう。〔寺田〕

9月 8日 (本)

■グルリッツを発ち、再び ドレスデンヘ。

ドレスデン "カール・マリア・フォン・

ウェーバー"音楽大学 Hochschule Lr

1/1usik Carl ⅣIaria von lVeber Dresden

を訪問。マティアス・ヘルマンMatthias

Herrmann教授 (音楽史)に学内を案内

して頂く。ヘルマン教授はオペラ映画

『魔弾の射手Der Freischitz/Hunters

Bride』 (ドイツ公開 2011年、日本公開

2012年)の考証を担当されており、 ド
レスデンで活動 した作曲家ヴェーバー

について解説をして頂き、その後、市内

にあるヴェーバーの墓なども見学した。

ここで南田、陳、寺田、三宅はライプツィヒ・ゲヴァントハウス管弦楽団の演奏会を聴くた

め、ライプツィヒヘ (9日 午後にベルリンヘ戻つた)。 その他のメンバーはドレスデンから直接

ベル リンヘ戻つた。〔寺田〕

9月 9日 (金 )

■カイザー・ヴィルヘルム記念教会 Kaiser‐ Wilhelm‐ Gedachtniskircheに おいて、
ベル リン在

住の音楽家による、東日本大震災で被災した仙台フィルハーモニー管弦楽団のためのチャリテ

ィコンサー トが開催された。会場で募った寄附金および後日発売された CDの売り上げが仙台

フィルに贈られる。出演者およびプログラムは下記の通り。〔寺田〕

ゲルリッツ濠1場にて。中央奥がボーマンさん

ドレスデン音楽大学にて。右端がヘルマン教授



指揮 :

ヴァイオリン :

沼尻竜典 (びわ湖ホール芸術監督、日本センチュリー交響楽団首席客演指揮者)

樫本大進 (ベルリン・フィルハーモニー管弦楽団第 1コ ンサー トマスター)

町田琴和 (ベル リン・フィルハーモニー管弦楽団)

伊藤マレーネ (ベルリン・フィルハーモニー管弦楽団)

日下紗矢子 (ベルリン・コンツェル トハウス管弦楽団 Konzerthausorchester Berlin

第 1コ ンサー トマスター)

米沢美佳 (コ ーミッシェ・オーパー・ベルリン管弦楽団 Orchester der Komischen

Oper Berlin)

番場美佳 (ベルリン・ドイツ交響楽団 Deutshces Symphonie‐ Orchester Berlin)

矢袋美沙 (ベル リン放送交響楽団 Rundf■lnk¨ Sinfonieorchester Berlin)

木戸恵子 (ドイツ・オペラ管弦楽団 Orchester der Deutschen Oper Berlin)

星秀圃

員峯紀一郎

清水直子 (ベルリン・フィルハーモニー管弦楽団)

小林雅恵 (コ ーミッシェ 。オーパー・ベルリン管弦楽団)

今津文恵

クリス トあづさ

クライフ・カナリウス (コーミッシェ 。オーパー・ベルリン管弦楽団)

峰本更 (ベル リン・ ドイツ交響楽団)

青江宏明 (コーミッシェ 。オーパー・ベルリン管弦楽団)

ロベル ト・レルヒ (ドイツ・オペラ管弦楽団)

フックスー今永靖子

真坂亮一 (コ ーミッシェ・オーパー・ベルリン管弦楽団)

リヒャル ト・オーバーマイヤー (ベル リン・ ドイツ交響楽団)

四本喜一

エルガー 《弦楽セレナー ド ホ短調》

モーツァル ト《オーボエ四重奏曲 へ長調》

番場俊之 《2つのヴァイオリンのための「時の香 り」 (1986/1990)》

ドヴォルザーク 《2つのヴァイオリンとヴィオラのためのテルツェットハ長調》

アイヴズ 《答えの無い質問》

J.S.バ ッハ 《2つのヴァイオリンのための協奏曲 二短調》

クプコヴィッチ Ladislav Kupko宙c《 2011年 3月 11日 の犠牲者のために》

ヴィオラ :

チ ェ ロ :

コン ト

フルー

オーボエ :

クラリネ ッ

トランペ ッ

演奏曲目 :

スラ

　
ト

終演後。中央が沼尻さん



9月 10日 (土 )

自由行動日。

■藤野教授、南田、陳、三宅とドイツ・オペラ・

ベル リン Deutsche Oper Berlinの ワーグナー《ニ

ーベルングの指環 (以下、リング)》 の序幕 《ライ

ンの黄金 Das Rheingold》 を観た。指揮は ドナル

ド・ラニクルズ Donald Runnicles、 演出は 1984

年に ドイツ・オペラで初演されたゲッツ 0フ リー

ドリヒ Gёtz Friedrich 1930‐ 2000(コ ーーミッシ

ェ・オーノホー 3ベルリン Komische Oper Berlin

を立ち上げたヴァルター・フェルゼンシュタイン

ドイツ・オペラ

Walter Felsenstein 1901‐ 75の弟子)に よるもので、舞台上に客席側から奥へ向かつて伸びる

長大かつ巨大な トンネルが置かれ、基本的にその中でス トーリーが進行して行くことから
「ト

ンネル・リング」と呼ばれることがある。地下鉄の工事現場をイメージした舞台 (ロ ンドンの

工事現場の印象に基づくという)と される。この 9月 にこの演出の 《リング》は 2回チクルス

(全 4日 ×2回)で上演された。

公演は、ローゲ役のブルクハル ト0ウル リヒBurkhard Ulrich以 外はあまり声が出ておらず、

良い舞台とは言えなかつた。劇場のサイズが大き過ぎる (客席数 1,859)の も問題の一つかも

しれない。

現在の ドイツ・オペラの建物は 1961年に建てられた。ベルリンの他の 2つの歌劇場、コー

ミッシェ・オーパーとベルリン国立歌劇場 Staatsoper Unter den Lindenが 東 ドイツ側にあつ

たため、唯一西側にあつた ドイツ・オペラは西側民主主義・資本主義の象徴と見なされており、

伝統的な馬蹄形ではなく、全ての客席で平等に舞台が見えやすい (と はいえ席により多少の差

があるが)よ うに客席が配置されている。

なお、ドイツ・オペラは「クラシックカー ド」の対象劇場である。このカー ドは、30歳まで

を対象とし、年間 15ユーロで作ることができる。利用可能な劇場やオーケス トラ (ドイツ・

オペラ、コーミッシェ・オーパー、ベルリン国立歌濠1場、コンツェル トハウス Konzerthaus

Berlin、 ベル リン国立バレエ Staatsballett Berhn、 ベル リン放送交響楽団ほか Rundfunk

Orchester und Chё re GmbH Berlin)の 演奏会では、当日券が出る場合、このカー ドを提示す

ることでどの席種であつてもオペラやバレエは 10ユーロ、演奏会は 8ユーロで聴くことがで

きる。今回も、これを利用して本来 100ユーロ以上する席を 10ユーロで買うことができた。

当日、開演 1時間以上前から窓口に並んで買つたが、他にも多くの人が当日券を購入しており、

座席はほぼ満席になつていた。このようなカー ドがどのような経緯で作られ、どのように運営

されているのか詳しく調べることはできなかつたが、複数の施設・団体間で若年層向けのチケ

ット販売上の連携を行つている興味深い事例と言える。

この後数日かけ、第 1・ 第 2チクルスを組み合わせて 《リング》全てを鑑賞することができ

た。《ラインの黄金》と《ジークフリー トSiegfried》 、《ヴァルキューレDie Walktre》 と《神々

の黄昏 Gёtterdammerllng》 力`それぞれ同じキャス トだつたらしく、概して後者のほうが舞台

の完成度、歌手の技量は高かつた。〔寺田〕
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9月 11日 (日 )

自由行動日。

■三宅、南田、喜多とフィルハーモニーに隣接する楽器博物館に行つた。ここも博物館の年間

パスの対象施設である。多くの近代の楽器があり、ホルンのようなベル付きのヴァイオリンな

ど、今日まで生き残れなかったユニークな発明品も多数展示されている。研究機能も持つ。

この日は日曜日のため、ほとんどの店が休みだつた。唯一開いている店はサブウェイで、そ

こで昼の食事。何週間もケバブが続いて飽きてきていたかもしれない。ケバブと同じ具だがな

ぜかサブウェイのほうが美味しかった。〔陳〕

■ドイツ・オペラでヴァーグナー 《ワルキューレDie Walktre》 を観る。〔三宅〕

■フィルハーモニーでピッツバーグ交響楽団を聴く。指揮マンフレー ト・ホニネックManfred

Honeck、 独奏アンネ=ゾフィー・ムターAnne‐Sophie Mutter。 ヴァーグナー 《ローエングリ

ン第 1幕前奏曲》、リーム WOlfgang RIhm《 ヴァイオリンとオーケス トラのための Gesungene

Zeit》、マーラー 《交響曲第 5番 嬰ハ短調》。黒人のコントラバス奏者がいるのはアメリカのオ

ーケス トラらしい特徴であった。〔寺田〕

9月 12日 (月 )

■ベル リン自由大学の国際研究所で

スザンネ 0ク リーン Dr.Susanne

Klienさ ん (文化人類学)に レクチャ
ーをして頂き、続いてこれまでの ドイ

ツでの体験について意見交換を行っ

た。

クリーンさんは京都大学で博士号

を取得され、現在は東京都千代田区に

あ る ドイ ツ 日本 研 究所 German

lnstitute  for  」apanese  Studies

Tokyoの 専任研究員である。 左から 2番目がクリーンさん

クリーンさんのレクチャーは、ご自

身のフィール ドワークをもとに、文化人類学の視点から越後妻有 (新潟県十日町市、津南町)

と「大地の芸術祭 越後妻有アー トトリエンナーレ」を見ていくものだった。「大地の芸術祭」

開始の経緯やテーマ (ま ったく違 う背景、年齢、職業を持つ人たちがアー トをきっかけに接点

を持ち、協同する)、 ポスターに現われた県・市・町・ギャラリーのイメージ戦略の違い、地元

住民との関係 (「大地の芸術祭」開始によつてアーティス トと交流したことで農業を継続しよう

と決めた住民や、自宅で来訪者を受け入れ一緒に軽食をとりながら会話する「おにぎり車座」

を実践する住民もいる一方で、「大地の芸術祭」の知名度が上がったために来訪者が多くなり、

多様なコミュニケーションが生まれるかわりに農業の妨害にもなつてしまうといった懸念があ

る)、 参加アーティス トの紹介、観光化・商品化に伴 う問題など、多岐に亘って解説して頂いた。

地方で行われる芸術祭は、来場者がいなければ成 り立たないが、多過ぎると矛盾が生まれてし

まう。芸術祭を開催するにあたつては、観光客数や観光化に対応する、地域の身の丈にあつた



ヴィジョンも必要となる。

後半はゲルリッツ滞在中の経験について情報共有と意見交換を行つた。主にゲルリッツとズ

ゴジェレツの格差と協同の取り組みや、交易拠点としてのゲルリッツの歴史を議題とした。〔寺

田〕

■夕方、ダニエル・リベスキンドDaniel Libeskindが設

計した、ユダヤ博物館に行つた。壁面に意図的な亀裂が

入れられていたり、床が歪んでいたり、はるか上の小さ

な明り取り窓以外の窓が無い暗闇の部屋があつたりと、

建物自体がユダヤ人の歴史を暗示している。展示はユダ

ヤ人の歴史を栄光 (啓蒙主義時代のベル リンでは、ユダ

ヤ人の知識人を友に持つことが ドイツ人の誇 りだつた時

期がある)と 差別の両面から解説するもの。

しかし、建築や展示内容以上に印象的だつたのは、周

囲を警官が警備 し、入口には空港にあるようなX線によ

る手荷物検査やボディチェックが行われていたことであ

る。以前、新シナゴーグにも行つたが、そこも周囲を警

官が警備しており、中には入らなかったがやはリセキュ

リティチェックがあるようだつた。キリス ト教会ではこ

のようなことは無い。ベルリン市内にはあらゆる場所に

「加害者」であるドイツ人にユダヤ人虐殺の歴史を忘れ

ないようにさせる「警告碑」があるが、それらに加えて、

こうしたユダヤ人関連施設の警備の厳重さは、現代にま

で続くユダヤ人問題の根深さを痛感させられた。〔寺田〕

9月 13日 (火 )

■アー ト・センター、ラデイアルシステム V

Radialsystem Vを アー ト・マネージャーの ト

ーマス・ユング Thomas」ungさ んの案内で見

学した。多領域のアー トの結び付きを図り、例

えばクラシック音楽のような伝統的芸術の新し

い提示の仕方を探るのが目的の施設である (8

月 27日 に鑑賞したサシヤ・ヴァルツのオペラ

もその一つ)。

建物のうち旧館部分は 1920年代初頭に建設

され、1998年まで水道局所有の現役の排水処理

場だつた。2006年 に新館が完成し、オープン。

かつてのボイラー室を改装した多目的ホール (舞台芸術の公演・練習、講演会、パーティ、結

婚式など)、 機械室を改装したメインホール、ダンススタジオが入る新館などから成る。

常勤職員は 23名 で、実施するプロジェクトに応じて増員することがある。貸館収入、宝く

じの基金 (主にテクニカル経費)、 レス トラン収入、僅かなチケット収入などを組み合わせて経

ラディアルシステム V

壁に亀裂が入れられたユダヤ博物館



営している。恒常的な公的助成は出ておらず、

出るとしても特定のプロジェクトに対してのみ

とのことであった。潤沢な予算があるわけでは

なく、企画したプロジェクトの半数以上が実現

しないという。

この施設はサシャ・ヴァルツのカンパニー

Sasha Waltz&Guestsやベルリン古楽アカデミ

ーが拠点として使用しているが、前述の通り貸

館も行つている。貸館のある多目的施設は日本

では一般的だが、オペラ専用、バレエ専用など

劇場の用途が定められ、さらに専属のオーケス

トラや合唱団などがいることが一般的な ドイツ

ではラディアルシステムは珍しい施設である。

その後、能楽師 (nOh perfOrmer)、 青木涼子

さんとフルー ト奏者クラウス 0シェップ Klaus

Schёppさ んの公演を観た。武満徹 1930‐ 96、 細

川俊夫、日野原秀彦 (イ タリア在住、7月 に神

戸大アー トマネジメント研究会が開催した未就

学児のための「神戸大コミュニティーコンサー

トvol.17」 でお世話になつた)作品による謡と
フルー トのコラボレーションであつて、しかも

伝統的な謡やフルー ト奏法ではなく、非常に現

代的かつ特殊な演奏法を用いた表現によるもの

であった。

青木さんのご両親もおられ父親の建築家、青

木茂さん (首都大学東京研究戦略センター教授 )

と知り合った。古くなった建物の構造に手を入

れて再生することで新築に比べ環境負荷を低減

する「リファイン」手法の主唱者で、後日、神

戸芸術工科大学で講演をされ、再会する機会が

あった。〔寺田〕

9月 14日 (水 )

■市内のカフェで、ベル リンに来られていた

ヒルデスハイム大学 Universitat Hildesheim

のヴォルフガング・シュナイダーProf.Dr.

Wolfgang Schneider教 授 (文化政策学)に ドイ

ツの文化政策の仕組みについてレクチャーをし

て頂 いた。 アンネ グ レー ト・ベル クマ ン

Annegret Bergmannさ ん (文化政策学、主に

日本の文化政策の研究者で、20年の滞日経験が

右端がユングさん

青木さん (左 )と シェップさん

左から3人 目が日野原さん、その右隣がサシャ

ヴァルツ、一番右が青木茂さん

郎
馘
艤
蟷
蜀
嘔
漑
漑
漑
漑
勒
蝙
鶉
鶉
鰈
蜀
妙
鰈
盆
漑
赳
蜀
囃
鰤
嘴
囃
舅
蜃
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ある)、 秋野有紀さん (文化政策学、日本学術振興会特別研究員)も 同席された。

ドイツには 80の歌劇場、120の演濠1濠1場があり、大規模な公金が投入されている (ベルリ

ンの 3つの歌劇場だけで約 150億円)。 ドイツの文化予算の 90%は都市部の施設 (イ ンスティ

テューション)で使われており、都市とそれ以外の地域の格差が大きいことや、財政的危機の

ときにどう財源を確保するか、さらにはできるだけ不平等を無くし、かつ少ない予算でより多

くの人の利益になるよう文化活動を展開するにはどうすれば良いか、といつた課題に対応する、

文化マネジメントの必要性について伺つた。1979年にはスローガン「全ての人に文化を」が唱

えられており、特に教育 (「文化的教育 kulture■eB量 dung」 )と の関係が近年の文化政策にお

ける重要なテーマとなつている。

また、近年、日本各地でアー トフェスティバルが開催されていることを踏まえ、
ベルリンの

ような大都市でのフェステイバルについて、フェスティバルのコンセプ トの問題や、フ
エステ

ィバルと日常的公演の関係などの観点から議論した。〔寺田〕

9月 15日 (木 )

■ベルリン自由大学そば、ダーレム Dahlem

にあるベルリン国立東洋美術館 Museum hr

Ostasiatische Kunst(以下、東洋美術館)を

訪問し、日本美術部門学芸部長アレクサンダ

ー・ホフマン Dr.Alexander Hofmannさ ん

に非常に流暢な日本語で館内の解説をして

頂いた。

東洋美術館の東洋部は 1906年に設立され、

当時のドイツの帝国主義的野心を背景に、東

アジアの作品収集を行つた。日本でも 2年に

亘る調達活動が行われており、1945年まで

に 6,000点 に達したという (その大部分は第

二次世界大戦後ソ連によつて接収され、未だ

ロシアから返還されていない)。 中央・東南

アジア部は 2006年まで独立した美術館であ

り、インドを中心とするコレクションを持つ。

予算はベル リン州よりも連邦から出るほう

が多いが、潤沢ではなく、1991年以降、新

規購入のための予算はほとんど無いという。

ホフマンさんとは大きく2つのことについ

て議論した。一つは「芸術」概念を巡る問題

である。「芸術」という考え方がヨーロッパに由来することは明らかであり、同じ視点や尺度で

アジアやアフリカについて考えることができるのか、という問題はしばしば提起されるが、実

際に品物を持ち、何らかの形で展示することが求められている美術館の現場では深刻なジ
レン

マを生んでいる。東洋美術館の場合、基本的に伝統的美術観に立ち、文化人類学的、文化史的

意義のある品物であつても、「美術品」として展示しているため、その品物の機能 (料理に使 う

など)についての解説は最低限でしかない。展示順も作製年代順ではなく、特定のジャンルご

東洋美術館

左から 2番 目がホフマンさん
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と (「中国近現代絵画」「家具」、マルティン・グ

ロピウス・バウで開催中の北斎展に合わせた北

斎をモチーフとした現代作家の作品など)にな

っている。ホフマンさんとしては、アジア史に

精通しているドイツ人は多いわけではないのだ

から、時代順に展示して、人々の生活の歴史の

総体を展示、解説したほうが良いのではないか

(文化人類学的立場)と も考えているという。

もう一つは、美術館と地域の関係を巡る問題

である。東洋美術館は 2019年頃にベルリン中

央部に移転することが決まっている。博物館島

付近にあることで、観光客の呼び込みによる来

場者数の増加が見込めるためである。ただ、異

論もある。地方主権の ドイツとはいえ、ベル リ

ンー極集中の傾向があり、さらにベルリン市内

でも様々な文化施設がミッテ地区に集中してい

る。東洋美術館はベルリン市内でも比較的郊外

に近い位置にあり、確かに現状では来場者数は

必ずしも多くないが、ミッテ地区とは異なる文

化的発展を望むことができる。また、東洋美術

館周辺の住民が熱心なリピーターになつている

美術館のカフェで議論する様子

夕食。画面左がベルクマン夫妻

し、ベルリン自由大学はアジア研究に力を入れていることから、ダーレムとの関係も良好であ

る、など。こうした問題について、館内を回つたあと、ホフマンさんと議論した。

夜は、アンネグレー ト・ベルクマンさんのご自宅で ドイツの家庭料理を頂いた。レス トラン

などで出されるドイツ料理はあまり美味しくないという意見 (ベルリンにはアジアや南欧など

様々な地域の料理店が集まっているので、そちらのほうが美味しい)力 あヽるが、家庭料理はそ

うではなく、野菜をたっぷり使つた料理で非常に美味しかった。〔寺田〕

9月 16日 (金 )

■クルメ・ランケ Kmmme Lankeに ある国際現代アー トギャラリー、ハウス・アム・ヴァル

トゼーhaus am waldseeを訪問し、アー ト・ディレクターのカーチャ・ブロムベルク Dr.Katta

Blombergさ んに施設や展示中の作品について解説して頂いた。 30‐ 40代の国際的アーティス

トで、ベルリン在住の人を採 り上げており、特に境界横断的なアー トの紹介に集中的に取り組

んでいる。施設としては作品の販売は行つていない (購入希望者は、展示に関わつているギャ

ラリーを通してであれば購入可能)。 そのかわリアーティス トと来場者が交流できる機会が頻繁

に用意されている。ラディアルシステム同様、宝くじの基金や様々な補助金を組み合わせて運

営されている。〔寺田〕

■IAC Berlin Galleryで 開催 中の台湾の公的助成による現代アー ト展、「液態殻子

LIQUIDSHELL… sound&宙deo installation by Wang ChunChi」 に行つた。台湾人、 日本人
のアーティス トによるいくつかの作品。アーティス ト (台湾人)に私の台湾語が下手だと言わ



れた。身振りも日本人つぱい、同化してしまつたかもと言われた。帰り道にカスペル Kasperl

というドイツの人形濠1場を発見したが残念ながら開いていなかつた。最後はベル リンの壁記録

センターに寄つた。昼はベルリン在住二十数年の台湾人夫婦が経営する台湾料理店に行つた。

久しぶりの台湾の味、懐かしかった。数日後また他の人たちと一緒に訪ねた。皆初めての台湾

料理をベル リンで経験した。〔陳〕

ハウス・アム・ヴァル トゼー 中央がブロムベルクさん

9月 17日 (土 )

自由行動日。

■ハンブルクで開催された Elbphilharmonie Open Airを観るため、一度ハンブルクヘ行き、

夜、ベルリンに戻つた。〔三宅〕

■今日は、昨日かなり早く寝た (23:30?)ので、7時に起床。9時頃に家を出て、パン屋に日々

の記録を書きに行く。10:30に リューデスハイマー・プラッツ駅に集合だつた。10時過ぎにパ

ン屋を出て、郵便局で日本への荷物の宅配サービスについて聞く。英語ができる人が一人いた。

10キ ロまでは 55ユーロ、3週間ほどで届くらしい。思つていたよりも早かつた。ただ、本ば

かり送ると 10キ ロで済むかどうか ? 服など、かさばるけれども軽いものを入れたほうが良
いかもしれない。

郵便局から家に一旦パソコンを置きに帰るところでみんなに会つた。先生が、村田さんと連

絡がとれたので、少し早めて 10115に集合にするという連絡がきたそうである。急いで鍵をも

らって家に入り、パソコンを置いて、風邪気味の寺田さんを残して出る。

土日は元より 10分に 1本くらいになる電車だが、今日はもつとひどかつた。地下鉄で動物

園駅 Zoologischer Gartenま で行き、Sバーンに乗り換えて東に向かおうとしたが、ヴェルビ

ューBenvue止まりだつた。先生によると、土日は短距離間のピス トン輸送になることがよく

あるらしい。Bellvueで 10分か 15分待つと、やつとフリー ドリヒ通りFriedrich Str.行 きがや

つてきた。つめつめだ。Friedrich Stnか らまた乗り換えて一駅、やつとハッケシャーマークト

Hackescher Marktに 着く。驚いたことに、昨日 1人では尻込みして入れなかった、少し危な

そうでおしゃれなヘーフェ (中庭を持った複合施設)に、Gallery Murata&Friendsはあつた。

オットー・ヴァイ トのことで有名なヘーフェらしい。彼はユダヤ人を自分のところで働かせな

がら、ナチの手からかくまっていた。アンネ・フランクの記念館のようなところもここにある

(実際にアンネが暮らしていた場所というわけではないが)。 その奥、グラフィティだらけの階

段を 2階に上がるとギャラリーがある。人一人やつと入れるくらいの入口から入ると、村田さ



んが迎えてくれた。 ドイツ人と日本人のハーフらしい。若く見えるが、もう 10年そこを経営
しているという。

初めの 2000年頃はプロジェクトのような感じで、ぼろぼろだつた物件を建築学生としてど

うしていくかというところから始まった。建築事務所で働いていたが、辞めてこちらに専念す

るようになつたそうだ。ボスには勿論反対されたらしい。今はコマーシャルギャラリーだが、

現在進行中のプロジェクトはないらしい。他のスタッフと一緒にブレインストーミング中だと

言つていた。だから今は助成も貰つていないし、展示もしていない。壁に 3月 11日 の地震に

関連するキャプションが少しあり、きちんと読めなかつたが気になる。

建物の入つてすぐ右の部屋は、昔ユダヤ人をかくまっていた部屋らしい。普段は大きな本棚

で入口がかくしてあり、ばれないようにしていた。しかし結局はスパイが告発して、このユダ

ヤ人は出て行かねばならなくなったらしい。その人がどうなったかは今日間いていない。

今、ギャラリーの仕事だけで生活できているスタッフが村田さんだけだそうだ。他に ドイツ

人とイタリア人、日本人などのインターンが居た事があるらしいが、とにかく今 2人 ?ほ どい

るインターンは (当然だが)手伝いという形で無償で働いている。その他に他の仕事を持って
パー トタイムで働いている人が 1人いて、全部で 5人くらいで運営していると聞いた。初めは、

半分日本人である村田さんがベル リンに日本のような場所をつくる、あるいは自分探しとして

始めた。茶室を一つ作ろうと考えていたが、やっているうちにきちんと商業ギャラリーとして

やつたほうが良いという方向になり、後回しにすることにしたらしい。しかし彼の話し振りだ

と、茶室は諦めていないと思う。入口から左に二部屋目は事務所として使つている。簡単なシ

ャワーや流しもある。初期は入つて右のユダヤ人をかくまっていた部屋にアーティス トがレジ

デンスしていたのだと言 う。左の奥にも階段があり、そこには普通の大きさの ドアがあった。

ユダヤ人をかくまっていた時は、こちらが正式な入口だったのだろうか。

プロジェクト初期は、天丼も床もフレキシブルに付けたり外したりできる構造に改装してい

たが、ある時期から助成をもらって、きちんとしなければいけなくなり、それで床と天丼を塞

いだそうだ。この場所は、この建物の歴史的重要性が認められて、オークションにかけられた

ところを、元々この建物の管理をしていた会社が (オーナーは別だつた)文化的関心を寄せる

多方面から資金を集めて買つた。これは珍しいケースだと村田さんは言う。そして今は周りの

建物の部屋に比べて安価に借りられているらしい。このビルには他にアー ト系雑貨屋や、エレ

クトロのかかる怪しいカフェなどへんてこで面白いテナントが沢山入つていた。

そのヘーフェを出て、伊藤さんと隣の華やかなヘックマン・ヘーフェのイタリアンで昼食。

私はショウガと人参のスープを頼んだ。久しぶりにとても健康的な、日本食のような外食をし

た。14:30前 にアレクサンダープラッツ駅で彼女と別れて、私は Sバーンでフリー ドリヒ通り

駅まで行き、U6に乗り換えてテーゲル湖を目指す。ほんの 20分ほどで行ける。終点のアル ト

テーゲル駅まで乗り、降りて人の歩いて行く方向に付いて歩いて行く。途中で 1ク ーゲル 0.8

ユーロのアイス、マシュマロ味を食べながら、10分で湖だ。人々が湖周辺のベンチで憩って話

をしていた。 1人は圧倒的に少なく、ほとんど家族連れかカップルだ。中高年カップルは特に

多かった。彼らは手を組んだり繋いだりしていて、日本もそうなればいいのにと思つた。パン

を貰い過ぎて肥えた白鳥が沢山いた。ポツダム行き、ベルリン市内行き?の船の乗り場があつ

た。乗り場がなければ湖を一望できていいのに、3つある乗り場が景観を壊している。 トルコ

系の人も沢山岸辺にきていた。沖のほうには個人のヨットのような船がたくさん浮かんでいた。

町から近いので、自然以外何もない絶景 !と いうことはないが、町中に疲れたらこういうとこ



ろでのんびりするのは良いだろうなと感じた。

U6でテンペルホーフTempelhofま で一気に帰り、SバーンとU3を乗り継いで 20時頃帰っ

て来た。〔橋本〕

9月 18日 (日 )

自由行動日。

■コーミッシェ・オーパーのファミリー・デイに行った。主に 7歳 くらいまでの子どもを対象

としたイベントで、劇場の表側だけでなく、裏側 (リ ハーサル室や大道具室など)も開き、そ

れぞれの部屋でオペラに親しんでもらうための取り組みが行われている。入場は無料で、一部

有料のところもあつた。一日中、各部屋で継続しているため、全てを見ることはできなかつた

が、リハーサル室で行われたプーランク 《象のババール》の演奏 (朗読者と2管編成、ハープ

やコントラファゴットも入る本格的な編成であった)、舞台衣装のようなコスチュームやフェイ

スペイントを子どもに施すブース、クローク部分に設けられた軽食スペースなどを見ることが

できた。もちろん、舞台上でも様々な公演が行われていた。

なおコーミッシェ・オーパーの特色として、各座席に設置された多言語字幕の表示装置で ト

ルコ語を選択することができる。ただ、 トルコ系住民の来場者はあまりいないし、そもそもオ
ペラを観に来るような トルコ系住民は ドイツ語を解する可能性が高いので、あまり意味が無い

という意見がある。他方、ドイツ語を解する世代 (2世、3世など)が、解さない世代 (1世な

ど)を濠1場につれてくることによって、下から上へ効果が浸透することもあり得るのではない

か、という意見もある (継続して調査が必要)。 〔寺田〕

■今日は 7:15に起床。南田さんが風邪の疑い。8:20に リューデスハイマー・プラッツ駅に到

着。休日なのであまり本数がないが、U3と U9を乗り継いで動物園駅まで出た。運良くそんな
に待つことはなく、100番のバスも全力で走つたら待っていてくれた。ベルリンのバスは、走

つてくるのが見えると待つてくれる気がする。そして運転手の切符の確認は、見ないようにし

ているのか ?と いうくらい見ていない。あるかないかくらいは見ているのだろうか ?それも有

効な切符かわからないのに。

州立劇場前 Staatsoper Berlinで下車。道路を渡つてフンボル ト大学の横を通り抜けて、博

物館島方向へ。ペルガモン美術館の前あたりに出る。9125にボーデ美術館前に着いたが、すで

に沢山並んでいて、その列は美術館前の橋のところをとっくに通り越 して、川沿い 100メ ー ト

ルくらいの長さに及んでいた。横ではマーケットをやっているが、ひどい天気で常に雨が降っ

ており、たまにざつと降る波がやってくる。並んでいる人はもれなくびしょ濡れだつた。私も

スニーカーの中までぐしょぐしょになった。

10:40にやつと特別展のチケットが買えた。チケットの番号は 383番だつた。その日売れたチ

ケットの通し番号だ。チケットに載っている番号宛に携帯メールを送ると、順番が来たらメール

がくる仕組みになっている。私は利用しなかつたが、番号の表示される電光掲示板といい、なか

なかハイテクだつた。オーディオガイ ドもiPodを利用しており、画像も音もきれいだつた。

展覧会 “Gesichter der Renaissance■ 農isterwerke ltalienischer Portrait‐ Kunst"(英語で

は “Renaissance Faces"、 2011年 8月 25日 から11月 20日 までボーデ美術館で開催)は、ル

ネッサンス期の肖像画を集めた展覧会である。ジャンルとしての肖像画は 15世紀に発生した

らしい。展覧会はベル リン連邦美術館群とアメリカ・ニューヨークのメトロポリタン美術館に
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よってオーガナイズされている。フィレンツェのウフィツィ美術館やルーヴル美術館、ロンド

ンのナショナルポー トレー トギャラリーが蒼々たるコレクションを携えて参力日しているとのこ

とだ。 ドイツ連邦政府外務省とイタリア外務省のお陰で本展が成 り立っていると書き添えられ
ている (以上展覧会パンフレットより)。

主にフィレンツェとヴェニスが肖像画の二大中心地として栄えたということだつた。そして

画風が異なるので、展示は地理的にしてあるとキャプションに書かれていた。最後のほうに ド

イツなど北方のルネサンス絵画や彫刻も少しだけ展示してあつた。でも分量としてはイタリア

のものより遥かに少なく、おまけのようなものだった。さしずめ、 ドイツ人の自尊心に報いた
程度というところだろうか ?

展覧会は総じて割と満足できるものだった。キャプションやオーディオガイ ドがよく方向付

けされていて、ある程度説得力をもたせることが可能になっている。ガイ ドの分量は多く、30

作品ほどに対して解説があったように思う。その幾つかは事件やエピソー ドなどに分け入つて

詳しく構成されていた。へとへとに疲れる一歩前の展示分量もありがたい。じっくり見てちょ

うど二時間だつた。解説が部分的に聞ける iPhoneアプリケーションもある。無料でダウンロ

ー ドできたが、これはドイツ語版しかないようだ。

展示室は黒を基調とし、絵画の劣化回避もあるのだろう、照明は暗めで、センセーショナル

とまではいわないが、少しものものしい印象だった。ボーデはいつもそうなのだろうか、これ

が企画展だからだろうか。ホワイ トキューブではない展示風景だと、なぜその背景にしたのか

いつも勘ぐつてしまう。

ボーデ美術館を出たのはもう 14:10頃だつた。Eberswalderに 向かう。壁公園の蚤の市だ。

小雨が降っていた。前回気になった トルコ系の総菜店で 5。9ユーロの弁当型のご飯を注文する。
ピーマンのご飯詰め、ピラフのようなもの、野菜の煮込みにサラダ、パンという盛りだくさん

なランチだ。多かったのにぺろっと食べてしまった。ベルリン在住のおじさま 2人が話しかけ

てくれた。片方はグラフィックデザイナーだと言つていた。自称なのか、どうなのか ?その後、

先週靴を買つた中古靴屋さんで、ブーツをまた 39ユーロから35ユーロに負けてもらって買つ

た。おじさんは私のことを覚えていたが、彼のほうが押しが弱い。蚤の市を出て、帰路につく。

Uバーンの車内で前に座っていた家族が不思議だった。ドイツ人と思われる白人のカップル。
でも子どもが黒い肌にくりくりの天然パーマで、見るからにアフリカ系の男の子である。3歳

くらいだと思う。女性は若く、20代半ばか後半だ。男性のほうは 30を超えていそう。女性と

男の子よりも、男性と男の子のほうが親密に思われたので、養子なのか、あるいは男性の前妻

の子どもなのだろうか ?それにしてもアフリカ系には変わりないが。日本では人種の違う養子

というケースはなかなか見られないだろう。明らかに血がつながっていない、というのが他人

からもわかってしまうことは、社会で生きていくにあたつてやりやすいことではないかもしれ

ない。色んなことが、これからの彼にはきつとあるのだろう。良い悪いの話ではないのだが、

日本では稀な状況だけに、色々と考えてしまった。

ノレンドルフプラッツ NollendOrfplatzで U3に乗り換えると、家路という感じでほっとす
る。リューデスハイマーで降りて、鍵を持つていないのでいちかばちか家に帰ってみる。陳さ

んが居てくれたので開め出されずにすんだ。なすとタマネギの味噌汁、なすの甘辛煮、かばち

やの醤油煮、かばちゃの塩煮を作った。甘辛煮はなかなかよくできた。〔橋本〕



9月 19日 (月 )

■ベルリン自由大学の国際研究所で「日本食の日」を開いた。研究所のフェローの方々をお招

きし、橋本、陳、伊藤、三宅らを中心にちらし寿司、肉じゃが、日本酒などの日本食を用意し

て振舞うとともに、山田耕律や久石譲の作品の演奏 (ギター/喜多、フルー ト/寺田)、 台湾の

人形濠1の紹介 (陳)な どを行い、日本文化の歴史や台湾文化との関係などについて、議論した。

イスラエル、インド、香港など、それぞれのフェローが非常に異なる文化的背景を持っている

ため、様々な角度から刺激的な指摘がなされた。〔寺田〕

「日本食の日」

9月 20日 (火)

■コンツェル トハウス小ホール Kleiner Saal

で ドイツ・ツアー中の神戸市室内合奏団の演

奏会が開催され、午前中よりその手伝いをし

た。開催までに トラブルが無かったわけでは

ないが、結果として 2階席を含めほぼ満席と

なる盛況であつた。出演者およびプログラム

は下記の通り。〔寺田〕

指揮 :ペーター 0ヘル Peter Hёrr

ヴァイオリン :日 下紗矢子

ソプラノ :タティアナ・ティムチェンコ

台湾人形濠1について議論

Tattana Tilnchenko

演奏曲目 :ヤルナッハ R Jarnach《弦楽合奏のための孤独な者たちへの追憶》

モーツァル ト《ヴァイオリン協奏曲第 3番 卜長調》

モーツァル ト《ソプラノ・コンサー ト・アリア「ああ、私は前からそのことを知

っていたの !」 「私の目の前から消え去っておくれ」》

武満徹 《弦楽のためのレクイエム》

ハイドン 《交響曲第 64番 イ長調》

苺響葺薫:聡護要翼

コンツェル トハウス



モーツァル ト・ヴァイオリン協奏曲

9月 21日 (水 )

■ゲーテ・インスティトゥー トGoethe lnstitut(以 下、ゲーテ)を訪問し、広報担当のクリス

ティーネ・レグス Dr.Christine Regusさ ん (イ ンターカルチュラル・シアター研究)にお話

しを伺つた。

ゲーテは 1951年に連邦外務省が設立し、本部はバイエルン州都 ミュンヘンにあつて、日本

(東京、京都、大阪)を含め多くの国々に事務所を持つ。当初は外国人のための ドイツ語教育

のほかに、ナチスのためにドイツ文化に対して世界が抱くようになったネガティブなイメージ

を払拭するのが目的の組織であつたが、1960年代より左翼系知識人や学生がナチス時代に関す

る様々なタブーを破り、よリリベラルかつ幅のある組織へと変わつていつた。1990年代からは

旧東側諸国にも事務所を置くようになり、2001年のアメリカ同時多発テロ以降は、イスラム世

界との対話を重視するようになつてきている。これは ドイツ国内に トルコ系の住民が多いため

であり、この活動に対し近年は以前に比べて多くの予算が出ているという (ドイツにはヴェト

ナム系住民、イラン系知識人も多いが、彼らは トルコ系に比ベ ドイツ社会に適応して生活して

いるという。 トルコ系住民は人数が多く大規模コミュニティを形成しているため、 ドイツ人コ

ミュニティと積極的に接触しなくても日常生活を送ることが可能となつているといつた背景が

ある。また、「ドイツでは差別される」という印象が根深いために、トルコの知識人は ドイツで

はなく、アメリカや北欧に行つてしまい、 ドイツ国内の トルコ系住民にとつての知的リーダー

が少ないという事情もあるという)。

各国のゲーテは大きく3つのセクション、言語プログラム、文化プログラム、図書館から成

る。ただし、国によつてはこれらが揃つていない場合もある。

ドイツ語教育を担 う言語プログラム

は、ドイツ国内もしくは世界中の ドイツ

系企業で働きたい人を主な対象者とし

ている。ユーロ危機以降、ポーランドな

どを中心に ドイツ語を学ぼうとする人

が増えている。ただヨーロッパ全体とし

て見れば、現状ではヨーロッパ人にとつ

て魅力的な第 1外国語は中国語、英語、

スペイン語であり、ドイツ語は有力な第

2外国語の位置を占めているという。今
ゲーテの一室にて。中央がレグスさん



日のゲーテにとつて重要な課題であるトルコ系住民へのドイツ語教育については、あまり成功

していない、とのことであつた。近年予算が増えたとはいってもまだ不十分で、他の言語学校

に比べ学費を高く設定せざるを得ないというのが主な原因という。ただ、これまで教育をまつ

たく受けてこなかつた人のための読み書き講座や、人権教育といった、言語教育の枠に囚われ

ないプログラムを展開しており、受講者からは好評という。

文化プログラムの内容は、各国の状況によつて大きく異なる。ただ、伝統的 ドイツ文化を「輸

出」するのではなく、現代 ドイツにあるものを、現地の国の文化とつなげていこうとするのが

基本姿勢であり、ワークショップを中心に展開している。

ゲーテの予算は外務省から出ているが、省からは独立した組織であって、省の方針とは異な

る方針で活動することもある。これによつて、国際政治上 ドイツと関係の悪化している国にお

いても活動することができ、例えば独裁国家の知識人に対して活動拠点を提供するといつたこ

とも可能になっている。

昼前にゲーテを発ち、ダンサーの可世木祐子さんとNikhil Chopraさ ん (ベルリン自由大学

国際研究所のフェローの一人)のパフォーマンスを観に行つた。建物の 1階の部屋で一日中行

つており、鑑賞者は自由に部屋の中に入ることができ、パフォーマー側から鑑賞者に対して何

かしら働きかけられることもある。さらには部屋の外に出て路上でパフォーマンスを継続する

(このときは巨大な紙やテープを身にまとい踊るというもの)こ ともあり、道行く人から「彼

らは何をしているのか」と尋ねられることもあつた。そのように、街にとつて異質な人への関

心を呼び起こすことが、このパフォーマンスのコンセプ トの一つという。〔寺田〕

部屋の中。左が可世木さん 左が可世木さん、中央が Nlkhilさ ん

■9月 22日 (木 )

自由行動日。ローマ教皇ベネディクト 16世がベル リンを訪問しており、ウンター 0デン・ リ

ンデンにはバチカンの旗が立てられ、空港方面は警備強化で混乱していたようである。また、

藤野教授宅でウィーン国立歌濠1場管弦楽団チェロ奏者ヘーデンボルク・直樹さんに会う。〔寺田〕

■この日は、Ballhaus Naunynstrasseで 行われるカフェを巡つてパフォーマンスを見るイベ

ント “Kahvehane Reloaded"に 参加。劇場の前に小さな出店ができており、チャイやプレッ

ツェルを売つていた。15分おきに 5名 ほどが 1グループになつてここからスター トする。16

時から 4人の ドイツ人とクロイツベルクの 6つのカフェを巡ることになつた。年齢層は、20

代の女性二人と、中年の男性、年配の女性。

まず、ひとつめのカフェでは、 ドキュメンタリー “All we need is education" を鑑賞。移



民系の高校生が、歌のワークショップを通して、自分たちの夢などを語る内容であつた。映像

後に、実際に 6名 ほどの学生が登場し、歌を披露してくれた。同じグループの若い女性は号泣。

次に訪れたのは男性しか入れないギャンブルの喫茶店である。麻雀のようなゲームでかなり店

の中はにぎわつていた。その店の別室で、年配の 1世の トルコ人男性 2人が、日常生活を演技

し、ダンスを披露。その後は、質問タイムが設けられ、 ドイツに渡ってきた時の苦労などを語
ってくれた。また、このような場にドイツ人が足を運ぶことはほとんどないが、ぜひ ドイツ人

にも来てほしいと思つていると言っていたようだ。3つめもギャンブルの喫茶店だが、ここに

はスロットマシーンもあつた。5人のうち私だけがスロットに案内され、音楽プレーヤーを渡

され、英語でアラブ系の人が ドイツに渡り、ギャンブルに落ちぶれてしまった人生について聞

かされた。スロットの使い方がわからず、呆然としていると、隣の台でプレイしていた人がボ

タンを押してくれる。彼が、このイベントの関係者なのか、それとも一般客だったのかはわか

らない。後の 4人 も、カー ドゲームをしながら、音声を聞かされていた。4つ 日は、Kottobusser

Tor駅を出てすぐの集合住宅の中にあるカフェ。 トルコ音楽の演奏を聞きながら、クロイツベ

ルクについてのクイズが出題された。その後に、カフェの外に飾られた写真を見ながら、クロ

イツベルクや トルコ系の歴史について説明してくれた。5つ 日は再びギャンブルで、短い映像

を見せられた。“gegen die wand"と いうファティ 0ア キン Fatih Akinの映画と同じ名前の映

像で、女性がギャンブルをするかしないかで葛藤するというような内容に見えたのだが、 ドイ
ツ人でもよくわからなかつたようだ。そして、最後は普段はギャラリーらしいところで、 トル
コ人ではなく白人の ドイツ人がギャンブルをしていた。そこに私たちも巻き込まれる。次第に

雰囲気が悪くなり、喧嘩に発展し、口論が始まる。すると、全員脱ぎ始め、全裸で大合唱。他

の喫茶店では、一般人の客もいたが、ここでは全員が俳優。

その後、参カロ者にどうしてこのイベントに参加 したのか聞くと、普段 トルコ人のコミュニテ

ィに入つていくことは難しいため、この機会を利用してみたいと思つたようだ。 ドイツ人は ト
ルコ人について知りたいと思いながらも、その中にどう入つていつたらいいのかわからないよ

うだ。 トルコ人側にも、 ドイツ人を受け入れようという人もいることも確かなのだが、お互い
に関わりたいと思いつつも、拒まれることを恐れ、なかなか踏み込めないという現状が見えた。

このイベントをきっかけに、お互いに興味を持っているということは伝わつたとは思うが、

その後、実際に彼らの間に新たな関係が生まれることは、おそらくないだろう。確かにイベン

トにより、一回は トルコ人社会の中に入ることはできても、それは一過性でしかない。このイ

ベントは、 トルコ人の生活をドイツ人に紹介するというような形であつたが、イベント後もお
互いに関係性を築けるようなものにしなければ、せつかくの機会がもつたいない。 このイベン
ト自体は非常に興味深いものであったが、回数を増やす、規模を大きくする、見せ方を変える

など、何かその後につながるような工夫をしていくことが重要であると感じた。〔伊藤〕

■喜多とベルリン動物園・水族館に行つた。有名な観光地であり入場料は 20ユーロで少し高

い。2館を 4、 5時間かけてついに完走。日本の動物園と水族館とはまったく異なる。(1)敷地

の広さは常識的動物園の範囲を超える。日本で人気のあるパンダやペンギンはこちらでは人気

が無い。ライオンやカバなどの大型動物に反応するドイツ人が多い。(2)ペ ンギンなど、日本

では水族館で飼育されることが一般的な動物も、ベルリンではすべて動物園で飼育されている。

(3)動物の生′自、地に合わせて、その地方の建物が建てられる。(4)ベルリン水族館は魚のほか、

昆虫や爬虫類なども飼育している。アリやカエルなどのアジア・熱帯生物は人気ものらしい。



(5)8月 28日 に訪問した植物園と同じく、歴史的に世界中のものを全てベルリンに集中させよ

うとしてきた ドイツ人の執念がわかつた。(6)日 本の動物園や水族館には恋人同士のデー トス

ポットとしての側面があるが、 ドイツでは児童の学習の場所、家族で出掛ける場所としての性

格が強い。〔陳〕

中東風の建物 とキリン 笹ではなく人参や果物を食べるパンダ

南米風の建物 水族館ではなく動物園で飼育されるペンギン

9月 23日 (金)_

■7:30ま で寝るつもりだつたが、7時過ぎに起きた。パン屋さんに出かけ、8:55ま で、昨日の

自分の行動の記録を、小型パソ,コ ンのワープロでとる。今日はラテ・マキアー トを頼んでみた。

8:20頃に家を出たのに、着いたのが 8:30になつてしまったのは、火曜日と金曜日にヨハニス

ブルガー通りJohannisburger Str。 からリューデスハイマー通りRidesheimer Str.にかけてや

っているマーケットについつい寄つてしまったからだ。グーテンモルゲンと声をかけてくれた

おばさまからパンを買つた。源氏パイが大きくなつてチョコがかかつたようなパンと、プレー

ンな小型のパンの 2つで 1,4ユーロ。いつも行くパン屋の値段を考えると安い !私が「ヴィッ

テアインス…ディス !(Bitte eins.‥ this!こ れください)」 などと英語まじりの変な ドイツ語で

注文すると、「アインツーね」、とそれぞれのパンの名前をきちんと復唱してくれた。プレー ト
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を見てもうまく発音できないのがもどかしい。ベルリンのお店の人は、みんながみんな愛想が

良いわけでもないけれど、だからといってパリのように不機嫌でもないので、話せなくても開

き直って積極的にお店やらマーケットやらに行つた。これは 1人では、あるいはごく短期の滞

在ではできなかったことだと思う。パン屋のおばさまに、明日日本に帰らなければならない、

でもまたベルリンに来たい、と一方的に話した。自分に話していたのかもしれない。彼女は、

優しい人だつたが自分からぱくぱく話すようなタイプではなかったからだ。

9:00に リューデスハイマー・プラッツ駅集合。先生の友人でチェリス トのヘーデンボルク直

樹さんも一緒に地下鉄に乗る。彼は北斎展を観に行くと言つてそのまま乗つていつたが、私た

ちは ハイデルベルガープラッツ Heidelberger Pl.で S線 (地上線)に乗り換え、テンペルホー

フ Tempelhofま で行き、U6(U線 は地下鉄)に乗 り換えてフランツォージッシェ通 り
Franzёsische Str.で降りる。駅を上がるとすぐにコーミッシェ・オーパーだ。

そうして 9:30過 ぎにコーミッシェ・オーパー着。10時から、制作中の『利口な女狐の物語』

の稽古が始まる。今日は演出のアンドレアス・ホモキ Andreas Homoki氏 は不在らしい。彼が

いなくても、菅尾さんがいれば現場が回るようになっている。彼は全て演出を頭に入れている。

したがって、今日は演出に関しては全て菅尾さんが指示を出す。しかし実際は指揮者の進行で

稽古が進むので、菅尾さんが指示を出していたのは主に稽古が始まる前だった。 ドアの開け方
などを役者に教えていた。稽古が始まると、彼は 1階席の後方に机代わりになる大きな板を置

いて座り、スコアや書類を広げて稽古を見ている。他のスタッフも稽古を見て、おそらく自分

の担当の箇所の出来具合をチェックしている。

濠1場は、つくりは豪華だが丸みを帯びているからか圧迫感が少ない。何より、円形の客席は

客としては観やすい。四角いと、側面に座ったときに身体も眼も疲れるからだ。先日ベルリナ

ー・アンサンブルで『三文オペラ』を観たときは、7ユーロの安い席だったが、かなり視界が

さえぎられた。あるいはコンツェル トハウスの大ホールは、つくりがとても豪華 (じゃらっと

した感じの装飾だった)な ことに加えて箱としても収容人数も多く、天丼も高く、少したじろ
いだ。

稽古は第 3幕第 2場から始まったようだ。森番と男性のシーンだ。初めに、森番が寝転んだ

まま舞台がぐるんと転換したので驚いた。転換を暗転することなく客に見せる (魅せる?)の
は私は日本で観た事がない。舞台奥にある両開きの扉で各舞台 (おそらく全部で 3つ)はつな
がつており、扉の外 (3つの舞台が回つている中心)は森という設定のようだ。舞台が回つて

袖に吸込まれて行つた門番は、また扉の奥から出て来た。

指揮者はどこの人なのだろうか、英語とドイツ語をほとんどごちゃまぜに話している。初め

英語を話し、次のセンテンスからドイツ語に変わったこともあつた。とすると楽員は、少なく

とも2カ国語についてバイリンガルなのだろうか?

休憩に入つた。オーケス トラは出て行く。歌手が演出 (助手 ?)たちに駄目だしを受けてい
る。もちろん菅尾さんも加わっている。主役級の歌手には 1人に対して 1人演出がつくものら

しい。先生によると今の出来は 7割 くらいで、オケと歌を初めて合わせたくらいではないかと

仰っていた。今日はホモキ氏がいないので指揮者中心=音楽中心に稽古が進んでいるが、彼が

居れば演出中心に進むらしい。また、「一仕事 Dienst」 は 3時間だそうだ。その中で、キリの

良いところで休憩が入る。今日は、10時からだつたので 1時間 15分くらいで休憩となつた。

11:40頃から練習が再開する。第 3幕第 3場、つまり最後の幕場のようだ。かえるの被り物

をした歌手が歌い、森番の家のみんながびつくり仰天するという感じで、たいそうな感じもな
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く、軽めに終わったなと思つていたが、先生によるとまったく進んでおらず、ずっと 1場で、

女狐が射殺されるシーンまでもいつていないということだった。

2階席最前列にいるが、手すりになつている小さい棚に字幕らしきデジタル液晶パネルを発

見。 ドイツ語と、英語と、フランス語と、 トルコ語で「ようこそコーミッシェ・オーパーヘ」、
とテス トの文章が出てくる。もしかして、言語を選ぶことができるのだろうか ?こ うした個人

に対して出る字幕というものが初めてなので、ハイテクで驚いた。先生によると本番は、「―さ

ん、お越しいただきありがとうございます」という内容が流れる席もあるらしい。それが 2階

の私たちが座っていたような観やすい席だとか。そういった席は、医者や議員、社長などのお

金持ちが年間を通して買つている席で、彼ら自身も来るし、家族や親戚、同僚が座ったりもす

る。意外にも、そういうパ トロン式のオペラハウスは ドイツでは珍しい (ア メリカに多いのだ

そう)。 お金のない濠1場だから大変なんだよ、と先生は言 う。

13時前まで 2階席で稽古を観た。12時 くらいからだろうか、森番が 1人で演じる比較的単

調なシーンで不覚にも眠くなってしまった。音楽もよく止められて進まない。そのうちに先生

が、劇場スタッフがお昼になる前に食堂でお昼を食べてしまおうと言つてくださったので、み

んなで 1階の右裏手にある職員食堂へ行く。5ユーロほどで魚のセットを頼むと、魚のフリッ

ト?と ふかしたじゃがいもとトマ トソースの豪快な料理が出てくる。11:15の休憩あたりでお

腹が空きすぎて、朝買つたパンを一つ食べてしまっていたので、魚とじゃがいもを少し残して

しまった。食べ終わつてお手洗いに行こうと、よくわからないのでまた表に出て 3階客席の ト

イレに行くと(それもわからなくて人に聞いた)、帰りに迷ってしまった。生来方向音痴なので、

あの独特の怖さが走った。スタッフでもないのにうろうろしている変な人だと疑われるのも嫌

だつた。でも勝手を把握していないことが、少し楽しい気もした。

14時頃だつたのか ?菅尾さんが食堂に降りて来てくれて、そこから館内を案内してくれる。

結局私たちは 16:30く らいまでコーミッシェ・オーパーに居た。彼はずっとお昼も食べずに案

内してくれて申し訳なかつたが、「いつものことなので」と言つていた。演出の仕事の忙しさを

垣間みた気がした。

16:30に みんなとコーミッシェ・オーパー前で別れ、わたしは北斎展に行く。ブランデンブ

ルガー・ トア Brandenburger Torか らアンハルター・バンホフ Anhalter Bhf。 まで Slで一つ

南へ。マルティン 0グロピウス 0バ ウの北斎展はなかなかの盛況だつた。みんな熱心に北斎の

絵や版画に見入つていた。疲れていたのでさらっと観ようと思つていたがなかなかのボリュー

ムで (440点 と聞いている)、 結局美術館を出たのは 18時前だつた。22ユーロのカタログを買

うと財布がさみしくなった。Slでシェーネベルク Schё nebergまで南に行き、リング (S線の

環状線)の時計回りに乗り換えて Heidelberger Pl.、 それから地下鉄に乗り換えてRudesheimer

Pl.に帰つて来た。

帰つて、メンバーのみんなと,緒にご飯を食べる。パッキングを済ませて今書いているが、
もう夜中の 1時近くである。ベルリン最後の夜だ。〔橋本〕
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9月 24日 (土 )

■筆者は風邪を引いていたので活動的に

フィール ドワークを行 うことはできなか

った。しかし、20時から行われた、ベルリ

ンの観光名所でもあるベルリナー 0ドーム

で行われた教会コンサー トヘ赴いた。本項

では、その模様と考察を述べたい。

プログラムのタイ トルは 《Chattin's

With Bach》 というものである。 トランペ

ット、打楽器、オルガンのコンサー トであ

る。チケットは学生割引で 8ユーロであつ

た。 (正規の値段は忘れてしまつたが、30

ユーロぐらいしていたと記憶している。)

1,000人ほど入る大きなドームであったが、

その日の客は 300人 ぐらいであつた。気軽

な服装で、観光客も多くいるように思えた。

また、日本人か韓国人らしき学生もいた。

多くが、カップルや夫婦で来ており、年齢

にはばらつきがあった。 ベルリナー・ドーム外観
バッハに注目した演奏会だと思つてい

たが、どうもこの トランペ ット奏者は、

JAZZが専門らしく、教会に似つかわしくない強いアクセントとス トレー トな音を得意とする

者だった。緊張しているのかは分からないが、音程が合わない他、音を外すことや音の入りも

クリアではないことがあった。演奏技術に長けているとは決して言い難い。音楽面に関しても、

人を感動させられるような演奏ではなく、自由さに欠ける。ジャズバーで吹くような虐、遣いで、

決して場にあつた音楽ではない。それでも、人をあっと言わせることのできる奏者も中にはい

るだろうが、そのような演奏者ではない。音楽も技術も中途半端だ。

オルガン奏者のレベルも決して高いものではない。技術不足から、テンポが安定せず、楽譜

どおりに弾けていないこともある。しかし、2番 目のプログラムでオルガンのソロにあたるバ

ッハの 《Passacaglia》 は、聞ける演奏だったのでよしとしよう。ただ、音が連続せず、切れて

いく奏法がすこし気になつた。

あまりのひどい演奏に筆者は途中で演奏会場を後にした。帰宅後、藤野教授に報告をすると、

この教会の演奏会は観光客目当ての演奏会であるということであつた。

芸術による観光政策は、世界のあらゆる都市で繰 り広げられている。アジアで言えば、シン

ガポールがその顕著である。ベルリンも例外ではない。現在、ベルリンは、美術館を博物館島

に集約することを進めており、芸術による都市政策に力を入れていることが伺える。芸術を観

光資源にすることは、たしかに経済効果を伴う。しかし、今回のような観光客目当てで、質の

低い音楽を提供することは、都市のレベルを下げるのではないだろうか。もし、そのような政

策を立てるならば、表現の自由を保障しながらも、ある程度の管理システムやライセンスシス

テムが必要なのかもしれない。〔南田〕

パンフレッ トとチケッ ト
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・無

9月 25日 (日 )

■フィルハーモニー・室内楽ザールで

15:30から 16:40ま で行われた、子どもの

ためのコンサー トの模様を報告する。

演奏は、ウンター・デン・リンデン室内

オーケス トラ Kammerorchestra Unter

Den Linden、 指揮はアンドレアス・ ピエ

ール 0カ ーラーAndreas Peer Kahlerが 務

めた。プログラム内容は、5歳以上の子ど

もを対象とし、プロコフィエフ作曲の 《ピ

ーターと狼》であつた。チケット料金は大

人 15ユーロ、子ども 8ユーロである。フ

ライヤーによると、月に 1回行われる継続

的なプログラムであるらしく、10月 は 《魔

笛》、11月 は 《ピノキオ》が選曲されてい

る。

この子どものためのコンサー トで注目

すべき点は、以下の 3点である。第一に、
「演奏者―聴衆 (子供 )」 が対等な関係を

作れるよう舞台と客席とい う三分害Jさ れ

た空間を演出によつて取り壊し、参加型の

フライヤー

ホルン体験をする子ども

プログラムを組んでいたことである。たとえば、コンサー トが始ったばかりの時に、指揮者が

ノンバーバルで、子どもたちに「楽器を一緒に演奏しないかい」という態度で打楽器を持ちな

がら、客席に近づいてくる。すると、子どもたちは積極的に舞台へと行き、15名 ほどの子ども

たちが由に合わせて思いのままに楽器を演奏していた。

第二に、原曲を子どもに聴かせるだけではなく、子どもの興味を引くように JAZZ風に編曲

したうえで、その曲にまつわる知識を提供することである。この演奏会では、《ピーターと狼》

のモチーフを用いた」AZZ風に編曲し、モチーフの説明を行っていた。

第二に、子どもを飽きさせないように、一つのコーナーが 15分ほどで終わるように構成し

ながらも、各コーナーは 《ピーターと狼》にまつわる話や曲、クイズで統一されていた。日本

で筆者が調査あるいは実際に トランペット奏者として参加したものとは、全く違うものである。

日本の場合、テーマコンセプ ト (た とえば「バレエ音楽を聴こう」など)に沿つた選曲が行わ

れるものの、小曲を組み合わせた音楽会であり、曲を深く知ることができない。この差異は重

要なテーマであると筆者は思う。

ちなみに、終演後は、打楽器、弦楽器、管楽器のコーナーに分けられ、楽器体験プログラム

が組まれていた。特に興味深かつたのは、打楽器の体験コーナーである。主にボンゴのような

楽器で、チーフとなる女性が子どもの作る円形の中に入り、ノンバーバルで合奏を促す。即興

とは思えないほど、壇、のあつた合奏になっており、圧巻であつた。統率を行つていたスタッフ

のスキルの高さに驚きを隠せなかった。〔南田〕
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9月 26日 (月 )

■ベルリン・ ドイツ交響楽団 (以下 DSOと 略す)のカジュアルコンサー トの模様について述
べる。

DSOは、兵庫県立芸術文化センターの音楽監督である佐渡裕が客演でよく訪れている交響楽
団であり、1946年に、西ベルリンのアメリカ軍占領地の放送局のオーケス トラとして設立され

た。1956年にはベルリン放送交響楽団と改称、通称はリアス (RIAS)オーケス トラとして親

しまれてきた。

さて、本題に戻そう。9月 25日 20時半より行われたカジェアルコンサー トは、「カジュアル」

と名乗りながらも、プログラムには、日本ではあまり演奏されないシューベル ト作曲 《ラザロ》

が選ばれていた。ソリストには、ソプラノにマリス・ペーターゼン Marlis Petersen、 サンドラ・

トラットニッグ Sandra Ъattnigg、 マルティナ・ヤンコヴァMartina」 ankova、 テノールにス

ティーブ 0ダビスリムSteve Da宙 shm、 ワーナー・ギューラWarner Gura、 バスにジェラル ド・

フィンレイ Gerald Finleyを 迎え、指揮はインゴ・メッツマッハーIngO Metzmacherが 執つた。

コーラスは、エルンス ト0ゼンフ合唱団 Ernst Senff ChOr Berhnで あった。

DSOのカジュアルコンサー トの特徴は 4点ある。第一に、出演者は皆私服であること。第二
に、座席券を設けず、自由席であり、チケットも 15ユーロ (学生 10ユーロ)と 通常のコンサ

ー トよりも安く設定していること。第二に、指揮者は指揮のみに徹するのではなく、モデレー

ターとして解説を演奏前に交えることである。第四に、演奏会の後は、ホワイエで Jazz音楽

を聴きながら、軽くお酒を飲むことできるように、軽食とドリンクが用意されていたことが挙

げられる。

前者三点に関しては、このようなスタイル

は関西でも定着しつつある。しかし、子ども

のためのコンサー トやマチネ演奏会に見ら

れるのであって、平日夜、ましてや通常の演

奏会より 30分遅くスター トするものは観た

ことがない。では、果たして、このような演

奏会を関西で開催して成功するのだろうか。

何事も新 しい企画をしてすぐに結果が得

られるものは少ない。大阪フィルハーモニー

交響楽団が、「お昼に本格的なコンサー トを」

というコンセプ トのもと3年前よリマチネコ

ンサー トを年に 2回開催しているが、定着す

るまでに 3年の月日が必要であつた。この演

奏会の場合、観客は、他の演奏会と変わらず

お年寄りが多かった印象を受けたが、働き盛

りの世代も見受けられたのは確かであり、7

～8割の席が埋まっていたと記憶している。

定着すれば、一定の効果が見られるのかもし

れない。このような平日の晩にカジュアルな

コンサー トを行 うのも、顧客開拓の戦略方法

としては必要なことだと筆者は思う。〔南田〕

パンフレッ ト

混み合うロビー。普段のコンサー トとは違い、

ジヤズバーのようにブルーや紫の照明が当てられ、

鮮やか
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9月 27日 (火 )

■9月 27日 は以下のようなスケジュールでフィール ドワークを行つた。

・13時～14時 ランチタイムコンサー ト@フ ィルハーモニー
・14時～16時 州立図書館での調べ物
016時～18時 絵画館 Gemaldegalerie
020～22時  クラリネット5重奏演奏会@ハ ウス・アム・ヴァル トゼー

ランチタイムコンサー トの模様について報告を行 う。まず、概要であるが、ランチタイムコ

ンサー トは、火曜日の 13時から 1時間、フィルハーモニーのロビーで行われている無料コン

サー トである。筆者は、9月 27日 のほか 13日 の演奏会にも赴くことができた。13日 の演奏会

の演目は、ピアノフェスティバルに合

わせて、カナダ出身のヴァイオリニス

トとピアニス トの演奏会であつた。一

方、27日 に行われたコンサー トは、

ヴァイオリン、クラリネット/サ ック

ス (持ち替え)、 ベースエレキギター、

ドラムセッション、ピアノで構成され

た Ensemble BELERO Berlinと 名乗

る室内楽集団が演奏にあたつた。この

団体は、クラシック音楽集団ではなく、

ピアソラやボサノバを得意とするジ

ャズバンドで、以前にランチタイムコ

ンサー トに出演をしたことがあると

プログラムの団体紹介に掲載されて

いた。

次に、来客者について詳述しておき

たい。ロビーに設置された舞台の前に

は、ハンディキャップの人のための椅

子が 126席並べられている。老人ホー

ムからの団体客が13日 も27日 も見受

けられた。また、この演奏会には、通

常の演奏会とは違い、観客年齢層が若

く、多くの学生のほか、意外に背広姿

の観客も見かけられた。欧米系の人ば

かりではなく、アジア系やアラブ系、 トルコ系の人も来場していた。また、ベビーカーを押し
た母親集団もいた。目視で 700名 ほどの観客が来場しており、この数字は 13日 も 27日 も変わ

りはない。特徴ある女性が 13日 、27日 も来ており、ランチタイムコンサー トの固定客がある

程度存在すると筆者は推測している。

二回のランチタイムコンサー トのフィール ドワークを通して、考察したことがいくつかある。

まず、毎週違うジャンルの音楽を提供することで、飽きないプログラムとなっており、固定客

にとつては様々な団体や音楽を知る契機となつていると予測される。言い換えれば、フィルハ

ランチタイムコンサー ト

ランチタイムコンサー ト終演後の様子。舞台前にハンディ

キャップ席が設けられている。その他は階段や床、ロビー

の長いすに座って鑑賞する
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―モニーは、市民の音楽情報源として機能していると考えられる。第二に、このホールは「ク

ラシック音楽の殿堂」であるが、ランチタイムコンサー トは、ただクラシック音楽の、または

フィルハーモニーのファンを開拓をしているというよりも、むしろ、新たな種類の音楽ファン

を創つていると考える。それも、年齢制限を設けず、乳幼児からお年寄り、ハンディキャップ

の方まで包括して行われるランチタイムコンサー トは、日本のランチタイムコンサー トのよう

な「お客様の新規開拓」という意味ではなく、福祉的活動としての意味の方が強いように感じ

た。〔南田〕

9月 28日 (水)

■音楽科カリキュラムがどのように組まれているのか、特に鑑賞授業において、どのような作

品が選ばれているのかを調査するために、ベルリン芸術大学へ赴いた。なぜ、そのようなこと

に興味があるかというと、筆者は、音楽団体におけるエデュケーション 0プ占グラムについて

興味を持っているからだ。調査方法としては、教科書を用いることがベストなのであるが、見

つけることはできなかった。そこで、ショットSchott社 が出版している学校テキストの補助と

なる以下の雑誌を参考にした。ちなみに、この雑誌は11～ 6年までの小学生の分と 5～ 13年
までの中学生以降の分に別れている。

・Musik in der Grundschule:Zeitschrift hr den l嘔usikunterrlcht in den Klassen l¨ 6

0 Musik&Bildung Zeitschrift fur ⅣIusik in den Klassen 5‐ 13

この雑誌は、日本で言う音楽之友社出版の『教育音楽』のような雑誌である。日本の『教育

音 楽』 も小 学版 と中学・ 高校 版 の 2つ に分 かれ て い る (音 楽 之友 社 HP
http:〃ww_OngakunotOmo.co.jp/2011年 12月 27日 閲覧)。

筆者は、どのような鑑賞教材が使用されているのかを、図書館にあったバックナンバーから

調べ、下記の表にまとめた。

小学校課程では、小学校高学年からオーケストラについての概要説明が始まると共に、教え

る作曲家もハイドンやモーツァル トと言つたメジャーな作曲家が中心であることから、日本と

の鑑賞教材の差異はあまり見られないと予測した。
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雑誌 出版年 対象学年 鑑賞教材作曲家 特集

Musik in der Grandschule 2006.2 1から5 モーツァルト

2007.1 1から5 電子楽器やカノンについて

2007.3 1から5 民族楽器

2011.1 3から6 シンフォニーオーケストラクイズ

2007.4 1から5 ハイドン

Musik&Bildung 2008.2 7から13 ジョン・ケージ

2008.3 7から 11 リスト

2008.9 7から13 マーラー

2009.1 7から12 《カルメン》

2011.3 8から13 《ドンロジョヴァンニ》 ラップ、ポップtビートルズ
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しかし、中学校課程の鑑賞教材は、日本と様相が違 うように感じられる。オ
ペラ鑑賞に加え、

マーラーやケージと言つた不協和音を用いる作曲家たちを紹介するようである。日本では、ケ

ージやマーラーは、高等学校教育課程のカリキュラム内容であり、音楽は芸術科目の選択肢の

一つであるから、これらの音楽に触れずに卒業する生徒もいる。

では、なぜ、中学校の課程でケージやマーラーといつた作曲家を取上げることができるのか。

その問いの答えを見つけるためには、カリキュラムで教えられる作曲家とその解説だけの比較

ではなく、教育方法やオペラハウスやオーケス トラと言つた音楽関連施設によるエデュケーシ

ョン・プログラムと学校音楽教育との関係に主眼を置き研究する必要があるだろう。〔南田〕

ベルリン芸術大学のエントランス

音楽教育雑誌『Musik ln der Grundschule』

9月 29日 (木 )

■次の日は、出国予定日であつたので、以下

の予定でこの日は過ごした。

朝 :荷物整理、部屋の掃除など出国準備

昼 :教授の手伝いで、フリージャーナリ

ス ト中村真人氏の御宅へ。その後、

サロンコンサー トや朗読会が行わ

れるカフェで昼食。

夜 :ベルリン・フィルハーモニーの定期

演奏会 (フ ィルハーモニーにて)。

中村氏は、NHKの ドイツ語講座を担当さ

れている方でもある。「NHKの番組は、よく
できている」と感 じていた筆者は、中村氏に

ベルリン・フィルのパンフレット。

(左 )9月第 2週 目 (筆者訪問日 :9月 17日 )の
定期演奏会。 (中央)9月 第 4週 目 (筆者訪問日 :

9月 29日 )の定期演奏会。 (右 )2011/2012年
シーズンのパンフレット
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どのように番組制作をするのかなどを質問した。撮影クルーなどは、 ドイツ側の人らしい。ま
た、思つていた以上に、放送日よりはるか前に撮影をしているそうだ。

さて、本稿では、この日行われたベルリン・フィルの定期演奏会について詳述しておきたい。

ベルリン・フィルの定期演奏会は毎週あり、3日 間 (「木・土 。日」か「金・± 0日 」のパター

ンで)行われる。頻度の高い定期演奏会と筆者からみるとかなり充実したエデュケーション・

プログラムを行えるのは、年間約 50億円もの補助金が州から支払われるからであろう。
ベルリン・フィルの演奏会では、多くの日本人観光客と留学生を見かけることができた。そ

の次に多いアジア人は、韓国人留学生である。韓国の「文化芸術予算 1%政策」の力強さを感

じられずにはいられない。アジアの中で、これからの日本は、果たして文化芸術分野において

イニシアティブをとっていけるのだろうか。

余談になってしまったが、プログラムの内容は、マーラーMahler作曲 《交響曲第 1番》が

メインで、前半のプログラムには、ゴットフリー ドGottfried作 曲 《オーケストラ・ムジーク》

という現代曲とシューマン Schumann作曲《チェロとオーケス トラのための協奏曲》が演奏さ

れた。指揮は、ズービン 0メ ータZubin Mehta、 チェロはヨハネス・モーザーJOhannes MOser

が務めた (ち なみに、パンフレットは 2ユーロで売られている)。

筆者は、マーラー生誕 150年記念であつた昨年に、ズービン・メータとイスラエル・フィル

の演奏を大阪のザ・シンフォニー・ホールで鑑賞したことがある。その際のメーターのマーラ

ーの音楽は、大阪フィルの音楽監督である大植英次のような指揮者の個人色が明瞭な音楽では

なかった。しかし、楽譜に忠実に従った音楽であるという好印象を持った。今回も、メーター

のマーラーの 《交響曲第 1番》に対する解釈は昨年とさほど変わりはない。しかし、ベルリン 0

フィルの団体独自の音楽の解釈と音色とがうまく相まって、イスラエル・フィルとはまた違っ

た、華やかでかつ迫力のある演奏となつていた。ただ、惜しいと思うことは、ベルリン 0フ ィ

ルの金管セクションである。たしかに、他のオーケス トラに比べれば、技術、音色ともに飛び

ぬけているが、カラヤン時代のように突き刺すような金管の音とその華やかさは欠ける。だが、

今のベルリン・フィルは、当然のことながら、当時のベルリン 0フ ィルとはまた違つた味を出

しており、オーケス トラとは変化していくものだと再認 し、「生き物」であると感じた。

オーケス トラという「生き物」をどう育てるのか。ボウモル&ボ ウエンが言うように補助金

による「芸術支援」が必要である。大阪のオーケス トラは、非常に苦境にある。筆者は、大阪

生まれの芸術を支える身としてどのように貢献していこうか、と改めて白問自答した。〔南田〕

9月 30日 (金)

■ベルリン滞在最後の日となった。教授は朝一番の飛行機で帰国された。ミュンヘンヘ向かう

三宅氏とも朝 7時に別れた。筆者の飛行機は夕方便だつたので、15時に家を出れば間に合う。

そのため、朝 7時半からクロイツベルクを散策し、11時から開演するコーミッシェ。オーパー・

ベルリン (以下 KOBと 略す)の子どものためのコンサー トヘ赴くことにした。
クロイツベルクについては、伊藤の研究ノー トを参照されたい。しかし、一言だけ筆者の所

感を添えるならば、思つていた以上に安全な街なのかもしれないと感じたことだ。大阪のアメ

リカ村のような雰囲気がある。一歩路地へ入つたならば危険が待ち受けているのかもしれない

が、筆者がガイ ドブックに沿つて歩いたコースは、大阪の街のような「ごみごみさ」力`あり、

むしろ懐かしいにおいがした。
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さて、KOBの子どもためのコンサー ト (KOnzerte hr Kinder)は 、月に一回開催される。
平日に開催される場合は、幼稚園や小学校のクラスのために開かれるが、もちろん個人客にも

開放されており、ベルリンの無料音楽情報誌 「コンチェルティ」にも掲載されている。だが、

客のほとんどが幼稚園・小学校からの団体客で、個人客は本当に少なかつた。ただ、 ドイツ人
系の幼稚園ばかりでなく、多くの トルコ系幼稚園が訪れており、そのほかにも、英語系の幼稚

園、各々に違つた文化背景をもつ子供がいる幼稚園なども来場していた。

この日のコンサー トプログラムは《動物の謝肉祭》である。9月 28日 の報告にもあるように、

小学校の段階までに身につけておきたいクラシック・ナンバーは日本と同じようで、このプロ

グラムの選曲も妥当だと感じた。ただ、日本と違 うことはプログラム構成である。 日本のこど

ものためのコンサー トは、「のだめクラシック」や「クラシック・ベス ト100」 などの CDに見
られるようなもので、有名所、あるいは、教科書に載っている楽章のみを取上げる場合が多い。

しかし、9月 26日 に行つたフィール ドワークの手法と同様、「詳しいモチーフの解説+全曲」

という構成が取られていた。ここには、音楽の構造美学や形式美学といつた音楽学の思想が反

映されているのではないか、と筆者は推測している。また、曲の解説を行つた教育部門長 A.K.

オス トロップ (Ostrop)氏 は、「舞台と客席」という空間的な垣根を越えようと、クイズ形式

で曲の解説や楽器紹介を行なつたり、《かつこう》ではクラリネットと一緒に「クックー」とか

つこうの物まねをさせるなど、工夫を凝らしていた。

皆に遅れて筆者は 9月 1日 から 30日 までの一ヶ月の滞在であった。外国には年に数回出か

けるものの、今まで一ヶ月間も海外に滞在したことはなく、不慣れなために風邪をひき、1週

間ほど寝込むことがあつた。メンバーをはじめ、諸先生方には迷惑をかけたと反省している。

しかし、それも、海外の医療事情を知るための良い契機であった。日本では最低 2万円の高値

がつくベル リン・フィルを安価で何度も聴くことができた。また、シュターツカペレ・ ドレス

デンSachsische Staatskapelle Dresdenと ティーレマン Thielemannと のブラームス作曲《交

響曲 1番》は、今まで聴いてきた音楽の中で一番 「完璧」に近く、昇天する思いであつた。

自身の研究テーマに照らしあわせた報告については他のページで詳しく述べるとするが、 ド
イツで過ごした 30日 間は人生の中でも非常に密度の高いものであったことを本稿で強調して

おきたい。〔南田〕
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